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令和３年第３回坂城町議会定例会会議録 
 

１．招集年月日   令和３年９月２日 

２．招集の場所   坂城町議会議場 

３．開   会   ９月２日 午前１０時００分 

４．応 招 議 員   １４名 

    １番議員  小宮山 定 彦 君    ８番議員  栗 田   隆 君 

    ２ 〃   大 森 茂 彦 君    ９ 〃   朝 倉 国 勝 君 

    ３ 〃   山 城 峻 一 君   １０ 〃   滝 沢 幸 映 君 

    ４ 〃   祢 津 明 子 君   １１ 〃   吉 川 まゆみ 君 

    ５ 〃   中 島 新 一 君   １２ 〃   西 沢 悦 子 君 

    ６ 〃   大日向 進 也 君   １３ 〃   塩野入   猛 君 

    ７ 〃   玉 川 清 史 君   １４ 〃   中 嶋   登 君 

５．不応招議員   なし 

６．出 席 議 員   １３名 

７．欠 席 議 員    １名 

    ２番議員  大 森 茂 彦 君 

８．地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のため出席した者 

          町 長   山 村   弘 君 

          副 町 長   宮 﨑 義 也 君 

          教 育 長   清 水   守 君 

          会 計 管 理 者   柳 澤   博 君 

          総 務 課 長   臼 井 洋 一 君 

          企 画 政 策 課 長   大 井   裕 君 

          住 民 環 境 課 長   竹 内 禎 夫 君 

          福 祉 健 康 課 長   伊 達 博 巳 君 

          商 工 農 林 課 長   竹 内 祐 一 君 

          建 設 課 長   関   貞 巳 君 

          教 育 文 化 課 長   堀 内 弘 達 君 

          収 納 対 策 推 進 幹   長 崎 麻 子 君 

         まち創生推進室長    清 水 智 成 君 

          総 務 課 長 補 佐                          瀬 下 幸 二 君           総 務 係 長    
          総 務 課 長 補 佐                       細 田 美 香 君           財 政 係 長    
          企画政策課長補佐                       宮 下 佑 耶 君           企 画 調 整 係 長    

          保健センター所長   竹 内 優 子 君 

          子 ど も 支 援 室 長   鳴 海 聡 子 君 

          代 表 監 査 委 員   大 橋 房 夫 君 

９．職務のため出席した者 

          議 会 事 務 局 長   北 村 一 朗 君 

          議 会 書 記   宮 崎 あかね 君 
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10．議事日程 

第 １ 会議録署名議員の指名について 

第 ２ 会期の決定について 

第 ３ 町長招集あいさつ 

第 ４ 諸報告 

第 ５ 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

第 ６ 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

第 ７ 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

第 ８ 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

第 ９ 議案第４９号  坂城町固定資産評価審査委員会委員の選任について 

第１０ 議案第５０号  千曲市・坂城町等公平委員会委員の選任について 

第１１ 議案第５１号  坂城町立坂城小学校（中核避難所）における自立分散型エネル 

            ギー導入推進事業工事請負契約の締結について 

第１２ 発委第 ３号  坂城町議会会議規則の一部を改正する規則について 

第１３ 議案第５２号  令和２年度坂城町一般会計歳入歳出決算の認定について 

第１４ 議案第５３号  令和２年度坂城町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に 

            ついて 

第１５ 議案第５４号  令和２年度坂城町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ 

            いて 

第１６ 議案第５５号  令和２年度坂城町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい 

            て 

第１７ 議案第５６号  令和２年度坂城町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 

            について 

第１８ 議案第５７号  坂城町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例につ 

            いて 

第１９ 議案第５８号  令和３年度坂城町一般会計補正予算（第４号）について 

第２０ 議案第５９号  令和３年度坂城町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）に 

            ついて 

第２１ 議案第６０号  令和３年度坂城町下水道事業特別会計補正予算（第１号）につ 

            いて 

第２２ 議案第６１号  令和３年度坂城町介護保険特別会計補正予算（第１号）につい 

            て 

第２３ 議案第６２号  令和３年度坂城町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 
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            について 

11．本日の会議に付した事件 

  10．議事日程のとおり 

12．議事の経過 

議長（小宮山君）  おはようございます。 

 ただいまの出席議員は１３名であります。 

 定足数に達しておりますので、これより令和３年第３回坂城町議会定例会を開会いたします。 

 なお、会議に入る前に２番 大森茂彦君から欠席の届出がなされております。 

 また、会議に入る前にカメラ等の使用の届出がなされており、これを許可してあります。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 地方自治法第１２１条第１項の規定により、出席を求めた者は理事者をはじめ各課等の長であ

ります。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────────────────────────────── 

◎日程第１「会議録署名議員の指名について」 

議長（小宮山君）  会議規則第１２７条の規定により、４番 祢津明子さん、５番 中島新一君、

６番 大日向進也君を会議録署名議員に指名いたします。 

────────────────────────────────────── 

◎日程第２「会期の決定について」 

議長（小宮山君）  お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から９月２２日までの２１日間といたしたいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

議長（小宮山君）  異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から９月２２日までの

２１日間とすることに決定いたしました。 

 なお、一般質問の通告は、明日３日午前１１時までといたします。質問時間は答弁を含め１人

１時間以内とし、発言順位はさきの全員協議会において決定したとおりであります。 

 また、今議会の一般質問の開議時刻は、議会運営委員会の決定により午前９時といたします。 

────────────────────────────────────── 

◎日程第３「町長招集あいさつ」 

議長（小宮山君）  町長から招集の挨拶があります。 

町長（山村君）  改めまして、おはようございます。本日ここに、令和３年第３回坂城町議会定例

会を招集いたしましたところ、議員の皆様のご出席をいただき開会できますことを心から感謝申
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し上げます。 

 さて、いまだ終息の気配を見せない新型コロナウイルスにつきましては、より感染力の強いウ

イルスへと変異をしながら全世界で猛威を振るい、人々の健康や日常の生活はもとより、社会、

経済活動に甚大な影響を及ぼし続けております。 

 日本国内におきましても、令和２年１月に最初の感染が確認されて以来、流行の波を繰り返し

ながら８月末現在の累計感染者数は１５０万人に迫り、亡くなられた方は約１万６千人となって

おります。 

 流行の第５波と言われる現在の感染状況は、本年５月をピークとする第４波をはるかにしのい

でいます。より感染力の強いデルタ株への移行に加え、夏休みやお盆などで人流が増加したこと

もあり、全国の新規感染者は増加の一途をたどっており、東京都など２１都道府県には緊急事態

宣言が、また、富山、石川のほか１２県にはまん延防止等重点措置が適用されています。 

 長野県はいずれの対象地域にも含まれないものの、今までにないスピードで感染が拡大してお

り、お盆明けには連日１００人を超える感染確認の発表があるなど、県独自の感染警戒レベルは

全県で５に引き上げられ、あわせて、医療非常事態宣言も発出されております。 

 長野圏域につきましても、８月１６日に当町を含む６市町村の感染警戒レベルが５に引き上げ

られ、新型コロナウイルス特別警報２が発令され、町でも１７日に対策本部会議を開催し対応を

協議いたしました。 

 町内におきましても８月中旬以降、感染の確認が続き、周辺地域の状況からも厳重な警戒が必

要であることから、町民及び事業者の皆様に改めて感染拡大防止の取り組みについて、呼びかけ

を強化させていただいているところであります。 

 一方、県内の年代別の感染動向を見ますと、ワクチン接種が進んだ高齢者の感染が大幅に減少

しており、大きな効果を挙げていると考えております。 

 さて、当町のワクチン接種の状況につきましては、５月１０日から開始しました６５歳以上の

方へのワクチン接種はほぼ完了し、７月からは基礎疾患のある方や早期接種の必要がある教職員、

保育士、介護サービス等従業者に加え、町商工会にもご協力いただき飲食業や小売業などに携わ

る方への接種を実施した後、対象年齢を順次拡大しながら町民の皆様への接種を進めております。 

 現在は、１２歳以上の方全てを対象としており、８月２６日現在で住民基本台帳に登録のある

方に対する接種率は、６５歳以上の方については１回目の接種完了が９４．２％、２回目の接種

完了が９３．５％となっております。また、１２歳から６４歳以下につきましては、１回目の接

種完了が５４．３％、２回目の接種完了が３４．５％となっており、対象者全体では１回目の接

種完了が７０％、２回目の接種完了が５７．８％という状況であります。 

 今後につきましては、ワクチンの供給量が減少しており、なかなか要望どおりに確保すること

が難しくなっている状況ですが、引き続き希望する方への接種が早期に終わるよう取り組んでま
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いりたいと考えております。 

 また、テクノハート坂城協同組合が主体となって行う職域接種につきましては、上田市の医療

法人光仁会川西医院様にご協力をいただけることとなり、６月２５日に厚生労働省に対し申請を

行いました。 

 現在のところ、９月７日からワクチン接種が開始できる見込みで、１０月末には２回目の接種

が終わる計画としております。 

 なお、職域接種に申し込まれた企業は３６社、約１，５００人で、各自治体での一般接種が進

み当初の予定より人数は減りましたが、各企業にも受付事務や駐車場整理などご協力をいただき

接種を進めるということであります。 

 この職域接種により、町内企業等への感染拡大の抑制や当町エリア内の集団免疫が高まること

を期待するところであります。 

 なお、ワクチン接種は着実に進んでおりますが、全国的な感染拡大の状況等を踏まえる中で、

町民の皆様には人と会う機会の低減と基本的な感染防止対策を再度徹底していただくよう改めて

お願いしたいと思います。 

 さて続いて、経済情勢でありますが、日本総研などによりますと、アメリカではワクチンの普

及などを背景に個人消費が増加し、４～６月の実質ＧＤＰは前期比年率プラス６．５％と前期か

ら小幅に加速しております。ヨーロッパにおいても活動制限の段階的な緩和を受けて個人消費が

持ち直し、ユーロ圏の４～６月の実質ＧＤＰは前期比年率プラス８．３％と３四半期ぶりのプラ

ス成長となっております。 

 また、中国においても人出の回復に支えられた個人消費とともに企業の設備投資の拡大により、

４～６月期の実質ＧＤＰ成長率は前年同期比プラス５．３％と前期のプラス１．６％から加速し、

景気の堅調な拡大が伺われるところであります。 

 次に、国内の状況でありますが、内閣府による８月公表の４～６月期の実質ＧＤＰは、堅調な

設備投資やサービス消費の持ち直しなどにより、前期比年率プラス１．３％と２四半期ぶりのプ

ラス成長となっておりますが、月例経済報告では、「景気は新型コロナウイルス感染症の影響に

より依然として厳しい状況にある中、持ち直しの動きが続いているものの、一部で弱さが増して

いる」との観測であり楽観はできない状況としております。 

 長野県内の状況につきましては、日銀松本支店が７月に発表した金融経済動向におきまして、

公共投資、住宅投資、設備投資、個人消費の個別観測から、「長野県経済は、一部に弱い動きが

あるものの、持ち直しの動きが続いている」としているところであります。 

 当町におきましては、７月に実施いたしました町内の主な製造業２０社の４～６月期経営状況

調査の結果では、生産量は３か月前との比較でプラスとした企業は７社、マイナス７社、変わら

ない５社となっております。売上げについてもほぼ同様で、前回調査と比べプラスと回答した企
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業は減っているものの、前年同期との比較ではほとんどの企業がプラスと回答しており、持ち直

しの動きが進んでいる状況が伺われてます。 

 一方、雇用については、４～６月の実績が総計でプラス３０人と前回調査時に比べ減少してお

りますが、来年４月の雇用予定は全企業が増員または減員分の補充を予定しており、全体では

６３人の増員予定で雇用情勢も回復の傾向となっております。 

 今後、社会経済の動向が上向き町内企業がますます回復することを期待するところであります。 

 さて、令和２年度の決算状況について申し上げます。 

 まず、歳入につきまして、町税のうち町民税の個人分については、令和元年度と比較いたしま

すと、プラス４．２％、約３，１００万円の増収となっておりますが、法人分については、東日

本台風災害や新型コロナウイルス感染症の影響による法人所得の減少、また、法人税割の税率改

正等によりマイナス５０．３％、約２億８，６００万円の減、固定資産税はプラス２．２％、約

２，８００万円の増で、町税全体では前年度対比マイナス８．５％、約２億３，７００万円の減

収であります。 

 また、地方交付税につきましては、特別交付税において令和元年度算定された東日本台風災害

による費用分等が減額となりましたが、普通交付税において算定基礎となる、基準財政需要額に

幼児教育・保育の無償化に要する費用等が追加されたことなどにより増額となったことから、地

方交付税全体では前年度対比プラス３．０％、約３，３００万円の増額となっております。 

 令和２年度の財政力指数につきましては、３か年の平均値が前年度と同じく０．７０４であり、

県内における順位についても昨年同様７７市町村中６番目、町村の中では軽井沢町、南相木村に

次いで第３位であります。 

 地方特例交付金につきましては、幼児教育・保育の無償化に伴い令和元年度に交付されたこど

も・子育て支援臨時交付金が、令和２年度から普通交付税への算入となったことにより、前年度

から約３，７００万円の減額、あわせて、分担金及び負担金においても、保育負担金の減収等に

より約１，９００万円の減額となりました。 

 次に、国庫支出金につきましては、特別定額給付金給付事業や子育て世帯臨時特別給付金給付

事業、地方創生臨時交付金等、新型コロナウイルス関連の補助金等が交付されたことにより、前

年度と比較し約１８億５，６００万円の大幅な増額となっております。 

 また、寄附金につきましては、ふるさと寄附金として多くの皆様からご寄附をいただいたこと

などにより、前年度対比２６．８％、約４千万円の増額、町債につきましては、令和元年度から

の繰越事業である災害復旧事業に係る借入れや臨時財政対策債発行額の増加などにより、プラス

２４．５％、約１億３，９００万円の増額となっております。 

 以上、歳入全体の決算額は、前年度対比プラス２９．４％となる９０億４８９万２千円であり

ます。 
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 一方、歳出につきましては、普通建設事業費において町道Ａ０１号線道路改良事業及び橋梁修

繕事業、移動系防災行政無線整備事業のほか、村上小学校蓄電池設備設置事業、第２分団詰所新

築工事などを実施し、前年度対比プラス１６％、約１億１，２００万円増額の約８億１千万円と

なりました。 

 また、東日本台風により被災した上五明及び四ツ屋地区の農地災害復旧事業や消防団ポンプ操

法訓練場の移転復旧工事等の災害復旧事業費が約１億２００万円、先ほどの普通建設事業費と合

わせました投資的経費全体で、前年度対比プラス１１．３％の約９億１，３００万円でございま

す。 

 次に、義務的経費につきましては、会計年度任用職員制度の開始により人件費につきまして、

前年度対比プラス１３．１％、扶助費マイナス１．７％、公債費マイナス５．４％で、義務的経

費全体では前年対比プラス４．２％の約２５億３千万円でございます。 

 そのほかの経費につきましては、新型コロナウイルスに関連した支援として、１人１０万円を

支給した特別定額給付金給付事業などにより、補助費等で前年度より約１８億４，２００万円の

増額、物件費ではＧＩＧＡスクール構想推進事業による児童生徒１人１台端末の整備のほか、感

染症予防対策として衛生用品の購入やパーテーション等の備品購入などにより、前年度より約４，

５００万円の増額となるなど、その他の経費全体としては、プラス５４．１％、約１９億２，

８００万円の増額であります。 

 以上、歳出全体の決算額は、前年度対比プラス３１．２％となる８９億３，６９２万３千円の

決算となっております。 

 なお、令和２年度決算を受けての財政健全化法による財政指標であります、実質赤字比率、連

結実質赤字比率、将来負担比率につきましては、昨年度と同じくいずれもマイナスの数値となっ

ております。 

 また、起債発行時の制限の基準となります実質公債費比率については、３か年平均で、前年度

からマイナス０．１ポイントの９％となっており、いずれの指標につきましても、早期健全化基

準及び財政再生基準に比べ健全な状況で推移をしており、引き続き、将来にわたる負債の軽減、

健全な財政運営に努めてまいります。 

 続きまして、６月定例会以降の事業の状況並びに本議会に上程いたします主な内容について述

べさせていただきます。 

 新型コロナウイルス感染拡大の影響を受ける中、本年度の坂城どんどんにつきましては、実行

委員会の皆様のご意見等をいただく中で、踊り流しや子ども広場等を行う形でのお祭りは中止と

し、新型コロナウイルス感染症の終息を願うとともに、町民の皆さんを活気づけ、加えて夏の思

い出に残る楽しいひとときを過ごしていただけるよう花火の打ち上げを８月７日に行いました。 

 町内２か所から打ち上げられた花火は、千曲川の堤防やびんぐし湯さん館からもよく見え、ご
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覧いただいた方からは大きな拍手のほか、小さなお子さんから「ありがとう」の大きな声も聞こ

え、和やかなひとときとなったものと考えております。 

 また、８月１４日に予定しておりました「第６５回坂城町成人式」と翌１５日に予定しており

ました「第６６回坂城町成人式」につきましては、緊急事態宣言やまん延防止等重点措置が発出

されている中、様々な地域から成人者が一堂に会することは、新型コロナウイルス感染症の感染

リスクが高いと考え中止の判断をいたしました。 

 成人式の開催を楽しみにしていた皆様には、大変心苦しい判断となりましたが、新成人の皆様

には私からのお祝いの挨拶や、成人者代表の言葉、恩師からのお祝いのメッセージなどを動画に

し、坂城町公民館のユーチューブチャンネルで配信するとともに、町議会議員の皆様からもお祝

いの言葉をいただく中で、成人式メッセージ集を作成し、記念品とともに成人者にお届けしたと

ころでございます。 

 小中学校では、夏休みを終えて２学期が始まりました。久しぶりに学校中に子ども達の元気な

笑顔があふれました。 

 ２学期を迎え、残暑はまだまだ厳しい状況でありますが、一昨年整備しました普通教室に加え

て、今年度は夏休みの期間を利用して特別教室等への空調設備の設置事業を進め、８月末をもっ

て設置工事が完了いたしました。新型コロナ感染拡大防止のために季節を問わずマスクの着用が

求められる中、より快適な環境を整え児童生徒の学習を支援できればと考えております。 

 また、８月２９日町総合防災訓練を、四ツ屋、戌久保を除く坂城地区を対象に坂城小学校にお

いて開催いたしました。コロナ禍のため参加者を限定しての実施となりましたが、１３地区の自

主防災会を中心にご参加をいただきました。訓練は令和元年東日本台風などを踏まえて、大雨に

よる水害や土砂災害を想定する中で、本年５月に施行されました改正災害対策基本法による新た

な避難情報に対応した、同報系防災行政無線による地区放送や移動系防災行政無線を使った情報

伝達訓練をはじめ、コロナ禍の中、感染症にも配慮した避難所の開設、運営を行う訓練などを実

施したところであります。 

 また、７月初旬には全町の自主防災会を対象とした防災説明会を２日に分けて開催し、新たな

避難情報の内容や情報の出し方、６月に全戸配布したハザードマップの見方や要支援者名簿の活

用などについてご説明をさせていただきました。 

 また、いくつかの地区では防災訓練や講習会などに職員をお呼びいただき、地域の皆様に直接

ご説明させていただく中で、防災知識の普及を図るとともに意識の高揚につなげております。 

 災害の未然防止、被害の軽減を図るためには、住民の皆様の日頃からの災害に対する備えが重

要であります。コロナ禍ではありますが、今後も家庭や地域、行政、関係機関が連携し、有事の

際に対応できるよう防災意識の高揚と防災対策に努めるとともに、命を守る行動の周知徹底を図

り、安心・安全で災害に強い町づくりに努めてまいりたいと考えております。 
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 さて、町では９月２０日の敬老の日を迎えるにあたり、長寿のお祝いと敬老の意を表し、米寿、

白寿、並びに１００歳以上の皆様を対象として敬老祝金をお贈りいたします。本来ですと全員の

方を訪問しお祝いを申し上げたいところではありますが、新型コロナウイルスの感染が再拡大し

ている状況に鑑み、敬老訪問につきましては、９９歳以上の皆様を対象として行うこととし、

９月４日土曜日に実施をいたします。 

 なお、今年度の対象者は、９月１日現在、８８歳の米寿の方が１１２名、９９歳の白寿の方が

７名、１００歳以上の方が１４名、合計１３３名の方が対象で、最高齢は大正６年生まれの

１０４歳の方であります。 

 さて、９月４日から１１月２１日まで、鉄の展示館では特別展「天華百剣と名刀写し展ｉｎ坂

城」を開催いたします。 

 この展示会は、全日本刀匠会の協力の下、角川コミックの「天華百剣」とコラボレーションし

た企画展で、宮入小左衛門行平刀匠が石田切込正宗の写しで参加し、また、先代の行平刀匠によ

る大般若長光の写しも特別に展示されますので、多くの皆様にご来館いただきたいと思います。 

 続きまして、１０月に町国際交流協会、町議会の皆様と予定していたポーランド、ツェレステ

ィヌフ郡への訪問交流事業につきまして、世界的な新型コロナウイルス感染症拡大の状況を鑑み、

今年度の訪問を中止することといたしました。 

 先方と連絡を取り合う中では、感染症拡大が収まった段階での改めての訪問についてお誘いを

いただいているところであり、今後の訪問を含めた交流の進め方などについて協議を行ってまい

りたいと考えております。 

 また、１０月２日に開催を予定しておりました「第６１回町民運動会・第４３回交通安全町民

大会」につきましても、実行委員会を組織し開催の方法等について検討してまいりましたが、十

分な感染予防対策を講じることは難しいと判断し、中止することといたしました。町民の皆様に

はご理解いただきますようお願い申し上げます。 

 続きまして、新工業団地造成事業につきましては、坂城町土地開発公社により「坂城町南条産

業団地造成工事」を、また、町において、「町道Ａ０９号線道路改良工事」を進めております。 

 両工事とも７月７日に起工式を執り行い、あわせて施工業者による安全祈願祭も行われ、安全

な施工を第一とし安全協議会を組織する中で、進捗管理や農耕車の迂回路の確保など調整を図り

工事を進めております。 

 現在の進捗状況としましては、南条産業団地造成工事では調整池と造成盛土の施工を、また、

Ａ０９号線道路改良工事については、舗装路盤と歩道部の施工及び下水道管渠の移設工事が完了

し、既設管渠の撤去工事を行っております。 

 なお、造成工事に合わせまして、千曲川河川事務所により、６月の４，５００立米に加え、追

加で千曲川の災害復旧工事に伴う搬出土砂、約２，４００立米の搬入をいただけることとなった
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ほか、上田水道管理事務所の発注による、配水管布設工事が、舗装路盤の施工に合わせて進めら

れるなど、国・県等関係機関には、円滑な事業の進捗にご配慮をいただいております。 

 工事に際しましては、町議会、地元区、農業者、農業者団体、用水組合、隣接の企業など多く

の皆様方のご理解とご協力に改めて感謝を申し上げるところであります。 

 また、町道Ａ０１号線道路改良事業酒玉工区につきましては、若草橋南側、大口交差点までの

道路改良工事が完成いたしました。皆様の長期間にわたるご協力に感謝申し上げます。 

 また、金井工区につきましても、この秋より歩道舗装工事の実施を予定しており、より安心安

全な道路の完成を目指してまいります。 

 なお、酒玉工区の完成に伴い、金井工区から酒玉工区間の未整備区間の一部、約２００メート

ルを新たに保地工区として実施する計画であり、先月５日に地元説明会を開催しました。 

 本年度は、現地の測量から開始し、道路設計、用地測量を進めていく計画としております。 

 また、国道１８号坂城更埴バイパスにつきましては、７月２８日に新国道上田篠ノ井間建設促

進期成同盟会による要望活動を千曲市、長野市、上田市、坂城町合同で、長野県庁及び長野国道

事務所に対して行ったほか、８月２日には、町国道バイパス・県道整備促進期成同盟会の総会を

開催し、国と県から事業の進捗状況などについて説明を受けたところでございます。 

 今年度は、既に着手しております小網地区バイパス予定地支障木伐採工事と網掛地区の道路改

良工事に加えて、秋以降、上五明地区において埋蔵文化財発掘調査工事を行う予定であり、現状

における国道バイパス事業全体の進捗率は約２９％、用地買収の進捗率は約８１％となっており

ます。 

 また、主要地方道坂城インター線延伸工事につきましても、今年度、坂城更埴バイパスまでの

区間について道路等の予備設計を行う予定としており、坂城インター線事業を含め、さらに進捗

を図るべく国や県等の関係機関へ働きかけてまいりたいと考えております。 

 続きまして、長野広域連合Ｂ焼却施設の整備につきましては、新型コロナウイルス感染症の拡

大などによる影響から工程に遅れが生じたため、予定した施工期間の２か月延長を余儀なくされ、

試運転開始が令和３年１２月、竣工が令和４年５月末となりました。これに伴い、遅延する２か

月間のごみ処理につきましては、１０月８日までは葛尾組合において通常どおり受入れを行い、

１０月１１日から１１月３０日までの間は、ながの環境エネルギーセンターにおいて処理を行う

こととしており、遅延期間についても町民の皆様の利便性が損なわれないよう対応してまいりま

す。 

 町といたしましては、長野広域連合によるＢ焼却施設への移行をごみに関心の高まる機会と捉

え、先月から町内全区を対象に「ごみ減量化・資源化懇談会」を開催しております。１１月にか

けまして各地区に出向いて啓発を図る中で、新施設への円滑な移行と一層のごみ減量化の推進に

努めてまいります。 
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 さて、町では現在運行している循環バスと併用した新しい地域公共交通システム導入に向けた

検討を行っております。 

 昨年１１月に地域交通利用促進協議会に、新システムの構築に向けた研究を行うための部会を

設置し、学識経験者として長野大学の教授にもご参画いただく中で検討を重ね、先般、部会とし

て新公共交通システムの案をまとめていただきました。 

 案の概要といたしましては、地元タクシーを利用したドア・ツー・ドアによる、定額での乗合

事業を導入することで、利用者は従来の循環バスと新しいシステムを選択することが可能となり、

移動手段の幅が増え利便性の向上につながるといったものでございます。 

 今後は、地域交通利用促進協議会を開催し、部会でまとめていただいた案についてご審議いた

だいた後、北陸信越運輸局や交通事業者など関係機関と順次調整を進め、実証実験による試験運

用という形で早期の運用につなげてまいりたいと考えております。 

 さて、上水道事業につきましては、全国的に施設の老朽化や人口減による給水量の減少などが

今後の大きな課題となっております。 

 当町は主に県営水道から給水しておりますが、安全で安心な水道水を、安定して供給できる持

続可能な体制を構築するため、県営水道の給水事業エリアである当町を含む上田市から長野市に

至る３市１町において、７月１２日に県知事宛てに水道事業の広域化に係る要望書の提出を行い

ました。今後は３市、県企業局とともに、水道施設の最適な配置も含めて地域にふさわしい水道

事業の在り方について検討してまいります。 

 続いて、県の高校再編につきまして、当町を含む旧第４通学区においては、各分野から選出さ

れた委員により協議会が組織され、これまで８回にわたり意見交換を進めてまいりました。この

たび、地域住民の皆さんからの意見もお寄せいただく中で、「旧第４通学区高校の将来像につい

ての意見・提案書」がまとまり、８月２４日に県教育委員会に提出されました。 

 県立坂城高等学校につきましては、協働的学習や少人数学習に取り組み、地域企業等との連携

を進めるとともに、１人１台端末などＩＣＴを駆使し特色ある学びの実践がいち早く導入されて

おり、意見・提案書の中では、地域の実情も考慮し中山間地存立校として、特色ある学びの拠点

として維持していくことを要望する旨が、協議会全会一致の意見としてまとめられております。 

 今後の高校再編のスケジュールといたしましては、令和４年３月に県教育委員会から協議会よ

り提出された意見、提案書等を踏まえた再編案が提案され、５月から７月にかけて住民説明会等

が開催され、来年９月に確定する予定となっております。 

 さて次に、今議会に上程する主な内容でございますが、今年度整備を進めてまいります、坂城

小学校の太陽光発電及び畜電設備の設置工事について、７月２９日の入札会で決定しました施工

業者と仮契約を締結し、今議会に工事請負契約の締結に係る議案を上程いたします。 

 本事業は、スマートタウン構想事業の取り組みのひとつとして、ＣＯ２削減による地球温暖化
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対策と災害など非常時に、地域の避難所となる体育館の電力確保を併せて実現するため、約

３０キロワットの発電容量と３５．３キロワットアワーの蓄電容量を備えるものでございます。 

 次に、補正予算についてでございます。７月５日から、びんぐし湯さん館の休館をいただき源

泉井戸の点検工事を実施したところ、稼働中の源泉ポンプに一部損傷が確認されたため、故障す

る前に新しいポンプに交換するための経費について計上させていただいております。 

 また、信州さかきふるさと寄附金につきましては、８月末現在で６，０６９件、１億４８４万

８千円のご寄附をいただき、金額ベースの前年同月比でプラス１００％と果樹類を中心に昨年度

を大きく上回る寄附のお申込みをいただいております。 

 寄附の増加に伴い、必要となる歳入・歳出双方の増額につきまして、補正予算に計上しており

ます。 

 今後もふるさと寄附を通じ、町の魅力を全国のより多くの方々に発信し、町をＰＲしてまいり

たいと考えております。 

 また、昨年に引き続き長野市と長野市商工関係団体から、新型コロナウイルス感染症終息と県

内経済復興を祈念した花火事業の提案がありました。県下市町村が同時期に一斉に花火を打ち上

げ、令和元年東日本台風災害からの復興に加え、県民生活に多大な影響を与えている新型コロナ

ウイルスの終息と、それにより打撃を受けている県内経済と県民マインドの回復を祈念するとと

もに、県民の命を守るため最前線で尽力されている医療従事者の皆様への感謝を表すものとして

おり、当町としても協調してまいりたいと考えて、所要の経費について計上したところでござい

ます。 

 以上、新型コロナウイルス接種の状況と令和２年度の決算状況、そして、本年度の事業の進捗

状況並びに本議会上程の主な内容について申し上げましたが、今議会にお諮りする案件は、人事

案件が６件、工事請負契約の締結１件、一般会計・特別会計の令和２年度決算の認定５件、条例

の一部改正１件、補正予算５件の計１８件であります。 

 よろしくご審議を賜り、ご決定いただきますようお願い申し上げまして、招集の挨拶とさせて

いただきます。 

────────────────────────────────────── 

◎日程第４「諸報告」 

議長（小宮山君）  地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、公益財団法人さかきテクノセ

ンター及び株式会社坂城町振興公社、味ロッジ株式会社に係る令和３年３月３１日現在の経営状

況報告書の提出がありました。 

 また、監査委員から例月現金出納検査報告書が提出されております。それぞれお手元に配付の

とおりであります。 

 次に、請願及び陳情について申し上げます。本日までに受理した請願及び陳情は、お手元に配
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付のとおりであります。所管の常任委員会に審査を付託いたしましたので、報告いたします。 

────────────────────────────────────── 

議長（小宮山君）  日程第５「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」から、日程

第１１「議案第５１号 坂城町立坂城小学校（中核避難所）における自立分散型エネルギー導入

推進事業工事請負契約の締結について」までの７件を一括議題とし、議決の運びまでいたします。 

 職員に議案を朗読させます。 

（議会事務局長朗読） 

議長（小宮山君）  朗読が終わりました。 

 提案理由の説明を求めます。 

町長（山村君）  それでは、議案第５１号まで順次ご説明申し上げます。 

 まず、日程第５「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」ご説明申し上げます。 

 本年１２月３１日をもって、３年間の任期が満了となる小林晴茂氏、人権擁護委員として引き

続きご尽力をいただきたく、法務大臣へ推薦するにあたって議会の意見を求めるものであります。 

 小林氏は、永年、県職員として勤務され、退職後、平成２７年から人権擁護委員として活動い

ただき、その功績に対し令和３年には長野県人権擁護委員連合会長から表彰されるなどご活躍い

ただいております。 

 人格、見識ともに優れ、地域の信望も厚く、職務を公正に行うにふさわしい方であります。 

 続きまして、日程第６「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」ご説明申し上

げます。 

 本年１２月３１日をもって、３年間の任期が満了となる林律子氏に代わり、前沢栄子氏に人権

擁護委員としてご尽力いただきたく法務大臣へ推薦するにあたって議会の意見を求めるものであ

ります。 

 前沢氏は、永年、町職員として保健センターに勤務され、退職後、令和２年から現在まで女性

専門相談員としてご活躍いただいております。 

 人格、見識ともに優れ、地域の信望も厚く、職務を公正に行うにふさわしい方であります。 

 林氏につきましては、１期３年にわたり町の人権擁護の推進にご尽力いただきましたことに心

より御礼を申し上げます。 

 続きまして、日程第７「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」ご説明申し上

げます。 

 本年１２月３１日をもって、３年間の任期が満了となる竹内琴美氏に人権擁護委員として引き

続きご尽力いただきたく法務大臣に推薦するにあたって議会の意見を求めるものであります。 

 竹内氏は、永年、町職員として保育園に勤務され、村上保育園園長を経験されております。退

職後は平成２９年から令和３年まで子育て支援センター所長としてご活躍いただきました。 
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 人格、識見ともに優れ、地域の信望も厚く、職務を公正に行うにふさわしい方であります。 

 続きまして、日程第８「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」ご説明申し上

げます。 

 本年１２月３１日をもって、３年間の任期が満了となる島田秀一氏に人権擁護委員として引き

続きご尽力いただきたく法務大臣へ推薦するにあたって議会の意見を求めるものであります。 

 島田氏は永年、教員として勤務され、小・中学校長を歴任されております。退職後は村上児童

館長を務め、現在は南条児童館長としてご活躍いただいております。 

 人格、識見ともに優れ、地域の信望も厚く、職務を公正に行うにふさわしい方であります。 

 次に、議案第４９号「坂城町固定資産評価審査委員会委員の選任について」ご説明申し上げま

す。 

 本案は、９月３０日をもって小熊友和委員の３年間の任期満了にあたり、その後任として、見

識も高く地域の信望も厚い髙橋一氏が適任と存じ選任いたしたく、地方税法第４２３条第３項の

規定により、議会の同意をお願いするものであります。なお、任期は、令和３年１０月１日から

３年間であります。小熊氏には、４期１２年間にわたり、ご尽力いただきましたことに心より感

謝と御礼を申し上げます。 

 次に、議案第５０号「千曲市・坂城町等公平委員会委員の選任について」ご説明申し上げます。 

 本案は、千曲市、坂城町、葛尾組合、千曲坂城消防組合で共同設置している千曲市・坂城町等

公平委員会の委員のうち、本年１１月２０日をもって任期が満了となる山崎典久委員について、

同氏が経験豊富で、人格、識見ともに優れていることから引き続き委員として再任いたしたく、

議会の同意をお願いするものであります。なお、任期は、令和３年１１月２１日から令和７年

１１月２０日までの４年間であります。 

 最後に、議案第５１号「坂城町立坂城小学校（中核避難所）における自立分散型エネルギー導

入推進事業工事請負契約の締結について」ご説明申し上げます。 

 本案は、災害時に地区の中核避難所となる坂城小学校体育館に太陽光発電設備及び蓄電設備を

整備する請負契約について、坂城町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する

条例の規定に基づき、議会の議決をお願いするものであります。 

 工事の内容としましては、発電容量約３０キロワットの太陽光発電設備及び蓄電容量３５．

３キロワットアワーの蓄電設備を設置するほか、これらに伴う附帯工事であります。 

 請負金額は６，３８０万円で、契約の相手方は協栄電気興業株式会社であります。 

 また、工期につきましては、議決をいただいた日から令和４年１月１４日までであります。 

 以上、よろしくご審議の上、適切なるご決定を賜りますようお願い申し上げます。 

議長（小宮山君）  提案理由の説明が終わりました。 

 ここで、議案調査のため１０分間休憩いたします。 
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（休憩 午前１０時５０分～再開 午前１１時００分） 

議長（小宮山君）  再開いたします。 

────────────────────────────────────── 

◎日程第５「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」 

 「質疑、討論なく（原案賛成、挙手全員により）適任」 

────────────────────────────────────── 

◎日程第６「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」 

 「質疑、討論なく（原案賛成、挙手全員により）適任」 

────────────────────────────────────── 

◎日程第７「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」 

 「質疑、討論なく（原案賛成、挙手全員により）適任」 

────────────────────────────────────── 

◎日程第８「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」 

 「質疑、討論なく（原案賛成、挙手全員により）適任」 

────────────────────────────────────── 

◎日程第９「議案第４９号 坂城町固定資産評価審査委員会委員の選任について」 

 「質疑、討論なく（原案賛成、挙手全員により）同意」 

────────────────────────────────────── 

◎日程第１０「議案第５０号 千曲市・坂城町等公平委員会委員の選任について」 

 「質疑、討論なく（原案賛成、挙手全員により）同意」 

────────────────────────────────────── 

◎日程第１１「議案第５１号 坂城町立坂城小学校（中核避難所）における自立分散型エネル

ギー導入推進事業工事請負契約の締結について」 

 「質疑、討論なく（原案賛成、挙手全員により）可決」 

────────────────────────────────────── 

◎日程第１２「発委第３号 坂城町議会会議規則の一部を改正する規則について」から日程第

２３「議案第６２号 令和３年度坂城町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について」

までの１２件を一括議題とし、提案理由の説明まで行います。 

 職員に議案を朗読させます。 

（議会事務局長朗読） 

議長（小宮山君）  朗読が終わりました。 

 次に、趣旨説明及び提案理由の説明を求めます。 

議会運営委員長（塩野入君）  発委第３号「坂城町議会会議規則の一部を改正する規則について」
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趣旨説明をいたします。 

 本案は、昨今の社会情勢を勘案し、議員が活動しやすい環境整備の一環として、出産、育児、

介護など議員として活動するにあたっての諸要因に配慮するため、議会への欠席事由を整備する

とともに、出産については母性保護の観点から産前産後の欠席期間を規定するものです。 

 また、請願者の利便性の向上を図るため、議会の請願手続について請願者に一律に求めている

押印の義務づけを見直し、署名または記名押印に改めるものです。 

 さらに、表決について、新たに採決システムを用いて表決を採ることもできるよう改めるもの

であります。 

 議員各位におかれましては、本案の趣旨をご理解いただき、ご賛同賜りますようお願い申し上

げまして、趣旨説明といたします。 

町長（山村君）  それでは、議案第５２号から６２号までご説明申し上げます。 

 まず、議案第５２号「令和２年度坂城町一般会計歳入歳出決算の認定について」ご説明申し上

げます。 

 令和２年度坂城町一般会計歳入歳出決算につきましては、歳入総額９０億４８９万２千円、歳

出総額８９億３，６９２万３千円で、歳入歳出差引額は６，７９６万９千円となりました。 

 実質収支額につきましては、歳入歳出差引額から事業の実施時期や工期の関係で令和３年度へ

繰り越した町道Ａ０１号線等の道路改良事業や昭和橋等の橋梁修繕事業のほか、坂城町体育館入

口の横断歩道新設事業などの繰越事業の充当財源となる１，９８６万４千円を除いた４，

８１０万５千円であります。この実質収支額から２，５００万円を財政調整基金に繰り入れた残

額の２，３１０万５千円が令和３年度への繰越金であります。 

 歳入の主な内容としましては、自主財源の７割程度を占める町税については、法人町民税の減

収等により、令和元年度と比較しマイナス８．５％、約２億３，７００万円の減額となりました。 

 一方で、地方交付税については、幼児教育・保育の無償化や会計年度任用職員制度の施行によ

り、その経費が普通交付税の算定の基礎となる基準財政需要額に追加されたこと等によりプラス

３％、約３，３００万円の増額、国庫支出金においては、新型コロナウイルス感染症への対策費

用として１人１０万円を支給する特別定額給付金事業補助金や地方創生臨時交付金が交付された

こと等により、約１８億５，６００万円の大幅な増額となりました。 

 続いて、歳出の主な内容としましては、新型コロナウイルス感染症への対策に要する費用とし

て特別定額給付金給付事業の約１４億９，４００万円のほか、地方創生臨時交付金約２億４，

３００万円を活用し、子どもへの図書カードの配布や親元から離れて暮らす学生への商品券等の

配布など、町民の皆様に対する支援や事業所への支援として、事業所が借り入れる町制度資金に

対する保証料及び利子への補給等を実施したほか、感染症等による学校の臨時休校時においても、

リモート学習により児童生徒の学びの場の継続を図るため、１人１台の端末と校内等の情報通信
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ネットワークの環境整備を実施いたしました。 

 また、そのほかのハード事業といたしましては、町道Ａ０１号線及びＡ０９号線道路改良事業

に約１億１，２００万円、昭和橋、鼠橋等の橋梁修繕事業に約２億４００万円、移動系防災行政

無線整備事業に約１億１，８００万円、村上小学校蓄電池設備設置事業に約４，３００万円のほ

か、令和元年東日本台風災害復旧事業の約１億２００万円などであります。 

 決算の詳細につきましては、決算書の事項別明細書及びお手元にお配りいたしました主要施策

の成果及び実績報告書のとおりであります。 

 また、内容の詳細につきましては、後ほど担当課長から説明をいたします。 

 次に、議案第５３号「令和２年度坂城町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について」

ご説明申し上げます。 

 令和２年度本特別会計歳入歳出決算は、歳入総額１３億９，０５６万１千円、歳出総額１３億

８，８９１万１千円で歳入歳出差引残額は１６５万円となり、このうち８５万円を国民健康保険

基金に積み立て、８０万円を令和３年度に繰り越したところであります。 

 歳入の主な内容としましては、国民健康保険税２億９，３０１万円、県支出金９億９，

９８９万３千円、一般会計繰入金８，４５６万３千円であります。 

 歳出の主な内容としましては、保険給付費９億７，９２４万３千円、事業費納付金３億６，

２９４万４千円、保健事業費１，４３０万円であります。療養給付費及び療養費、高額療養費を

合わせた支払額は、前年度と比較いたしますと７．２％の減となっております。 

 次に、議案第５４号「令和２年度坂城町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について」ご

説明申し上げます。 

 公共下水道の整備は、主に新地及び鼠地区の整備により、令和２年度末で供用面積は５５９ヘ

クタールに達し、整備面積の進捗率は９０％となりました。 

 令和２年度本特別会計歳入歳出決算は、歳入総額１２億１，５０５万９千円、歳出総額１１億

３，６４５万円で、繰越明許費繰越額の７，８２９万２千円を除いた３１万７千円が実質収支額

となりました。 

 歳入の主な内容としましては、受益者負担金７，９４２万円８千円、下水道使用料１億７，

３３１万７千円、国からの交付金１億６，１９９万２千円、一般会計からの繰入金３億円、町債

３億９，９７０万円であります。 

 歳出の主な内容としましては、上流処理区維持管理負担金７，６７２万５千円、下水道管渠工

事費４億６，２１５万円、千曲川流域下水道上流処理区事業費負担金４，２７２万２千円、長期

債元利償還金３億７，７９５万３千円であります。 

 続きまして、議案第５５号「令和２年度坂城町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

て」ご説明申し上げます。 
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 令和２年度本特別会計歳入歳出決算は、歳入総額１４億１，１２０万５千円、歳出総額１３億

８，２６９万５千円で歳入歳出差引残額は２，８５１万円となり、このうち６００万円を支払準

備基金に積み立て、２，２５１万円を令和３年度に繰り越したところであります。 

 歳入の主な内容としましては、介護保険料３億１，３６８万４千円、国庫支出金３億３，

３８２万３千円、支払基金交付金３億５，０８２万３千円、県支出金１億９，３８８万８千円、

繰入金１億９，３５７万９千円であります。 

 歳出の主な内容としましては、保険給付費１２億５，８６８万９千円、基金積立金３，

４０４万７千円、地域支援事業費５，２５１万９千円であります。前年度と比較し、保険給付費

は１．０％の増、地域支援事業費は３．３％の減でありました。 

 次に、議案第５６号「令和２年度坂城町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につい

て」ご説明申し上げます。 

 令和２年度本特別会計歳入歳出決算は、歳入総額２億３，３２５万６千円、歳出総額２億３，

３１８万６千円で歳入歳出差引残額は７万円となり、全額を令和３年度に繰り越したところであ

ります。 

 歳入の主な内容としましては、後期高齢者医療保険料１億８，７６６万７千円、一般会計繰入

金４，５４４万円であります。 

 歳出の主な内容としましては、後期高齢者医療広域連合納付金２億３，１４６万３千円、事務

費等総務費１７２万３千円であります。 

 続きまして、議案第５７号「坂城町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例につい

て」ご説明申し上げます。 

 本案は、行政手続の簡素化を図り、申請者の事務手続の負担を緩和するために行う押印の見直

しに伴い、本条例の所要の改正を行うものであります。 

 内容としましては、固定資産評価委員会への審査請求を行う際に使用する審査申出書及び不服

審査の口頭審理において意見を述べる際に使用する口述書について、申請者に対して押印または

署名押印を求める規定を削除するものであります。 

 次に、議案第５８号「令和３年度坂城町一般会計補正予算（第４号）について」ご説明申し上

げます。 

 本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億２，４２２万９千円を増額し、歳入歳出

予算の総額を７１億９，７１４万円とするものであります。 

 歳入の主な内容としましては、地方交付税４億５，５３９万円、国庫支出金４，５６１万３千

円、ふるさと寄附金などの寄附金８，１４０万円、臨時財政対策債などの町債２億８４８万６千

円をそれぞれ増額し、基金繰入金４億８，１８９万９千円を減額するものであります。 

 一方、歳出の主な内容につきましては、温泉施設維持補修工事９３０万円、ふるさと寄附金分
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を基金へ積み立てるためのふるさとまちづくり基金積立金８千万円、返礼品や業務委託料等ふる

さと納税事業に係る経費５，１６０万円、町が所有するダンプカーの更新に要する費用６５０万

円、新型コロナウイルス予防接種事業に係る経費３，７２５万６千円、令和元年東日本台風によ

る六ケ郷用水頭首工災害復旧事業及び長寿命化事業に係る負担金９７８万３千円、町道Ａ０１号

線鼠・新地間舗装修繕工事７５０万円、広域行政事業基金積立金４千万円、文教施設等整備基金

積立金５千万円をそれぞれ増額するものであります。 

 また、町道Ａ０１号線、町道Ａ０６号線について事業の進捗に合わせ予算の組替えを行うとと

もに、人件費について現在の職員配置に合わせた調整等を行うものであります。 

 次に、議案第５９号「令和３年度坂城町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について」

ご説明申し上げます。 

 本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３９万６千円を増額し、歳入歳出予算の総額

を１４億９，１６０万８千円とするものであります。 

 歳入の内容としましては、保険給付費等交付金９万７千円、前年度繰越金２９万９千円を増額

し、歳出の内容につきましては、保健事業費９万７千円、保険給付費等交付金返還金２９万９千

円を増額するものであります。 

 次に、議案第６０号「令和３年度坂城町下水道事業特別会計補正予算（第１号）について」ご

説明申し上げます。 

 本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３１万６千円を増額し、歳入歳出予算の総額

を８億４，９１９万３千円とするものであります。 

 歳入の内容といたしましては、繰越金３１万６千円を増額し、歳出の内容につきましては、委

託料９９万８千円、工事請負費３３０万円、一般会計繰出金３１万６千円を増額し、職員人件費

４１０万円、負担金補助及び交付金１９万８千円を減額するものであります。 

 次に、議案第６１号「令和３年度坂城町介護保険特別会計補正予算（第１号）について」ご説

明申し上げます。 

 本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２，２５０万８千円を増額し、歳入歳出予算

の総額を１４億４，３４４万５千円とするものであります。 

 歳入の内容としましては、前年度繰越金２，２５０万８千円を増額し、歳出の内容につきまし

ては、基金積立金５５７万６千円、国庫支出金返還金１，３４８万７千円、支払基金交付金返還

金７０万９千円、県費支出金返還金２７３万６千円をそれぞれ増額するほか、事業の実施状況に

応じて一部予算の組替えを行うものであります。 

 最後に、議案第６２号「令和３年度坂城町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につい

て」ご説明申し上げます。 

 本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６万９千円を増額し、歳入歳出予算の総額を
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２億３，６４８万４千円とするものであります。 

 歳入の内容といたしましては、繰越金６万９千円を増額し、歳出の内容につきましては、後期

高齢者医療広域連合納付金６万９千円を増額するものであります。 

 以上、よろしくご審議の上、適切なるご決定を賜りますようお願い申し上げます。 

議長（小宮山君）  続いて、各課長等に議案第５２号「令和２年度坂城町一般会計歳入歳出決算の

認定について」詳細説明を求めます。 

 初めに、歳入について説明を求めます。 

財政係長（細田さん）  令和２年度坂城町一般会計歳入歳出決算の内容につきまして、順次ご説明

申し上げます。 

 初めに、歳入全般について、決算書の事項別明細書１３ページから及び資料、主要施策の成果

及び実績報告書３ページ、４ページの内訳表により、款別にご説明申し上げます。 

 決算書、事項別明細書の１３ページ、款１町税につきましては、収入総額が２５億３，

７４１万２千円で、前年度と比較しまして、率にしてマイナス８．５％、金額で２億３，

６９４万７千円の減収となりました。 

 内訳でございますが、町民税につきましては、個人分では前年度対比プラス４．２％、法人分

では、東日本台風災害や新型コロナウイルス感染症の影響等による法人所得の減少や法人税割の

税率引下げ等によりマイナス５０．３％となり、町民税全体では、マイナス１９．３％、２億５，

５１２万９千円の減という状況であります。 

 そのほかにつきましては、固定資産税はプラス２．２％、軽自動車税はプラス７．０％、町た

ばこ税はマイナス１０．２％、入湯税につきましては、新型コロナウイルス感染症が全国的に流

行したことの影響などによりマイナス３２．８％という状況でございました。 

 続いて、１４ページの款２地方譲与税でございます。国の特別会計における借入金により令和

元年度から前倒しで交付されている森林環境譲与税について、災害防止国土保全機能強化等の観

点から、森林整備のさらなる促進を図るため令和２年度において約２２０万円の増額となったこ

となどによりまして、決算額は６，６１０万８千円、前年度対比プラス１．９％となりました。 

 次に、交付金関係では、款３利子割交付金につきましては、決算額１６５万円で、前年度に対

し８万８千円の減、款４配当割交付金は、決算額７２７万２千円で３７万６千円の減、款５株式

等譲渡所得割交付金は、決算額８３９万３千円で４００万１千円の増となっております。 

 １５ページの款６法人事業税交付金につきましては、法人町民税法人税割の減収分の補填措置

として、法人事業税の一部を県から市町村に従業員数に応じ交付されるもので、初年度となる令

和２年度については、経過措置により交付となる基準について従業員数ではなくそれぞれの市町

村の過去３年間の法人税割額の平均額に応じ交付され、当町の交付額は５，６１７万５千円とな

りました。 
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 款７地方消費税交付金につきましては、消費税率が令和元年１０月に８％から１０％になった

ことに伴い、地方分についても１．７％から２．２％に引き上げられたことにより、決算額は

３億５，０９５万２千円で前年度に対しプラス２１．２％、６，１２７万８千円の増でございま

す。 

 続きまして、款８環境性能割交付金につきましては、自動車購入時において自動車の環境性能

割に応じ賦課される税金を財源としましてその一部が県から交付されるもので、決算額は

４２９万円となりました。なお、環境性能割については、臨時的に１％の軽減措置がされており、

この減収分については、この後の款９地方特例交付金で交付されております。 

 次に、款９地方特例交付金につきましては、住宅借入金等税額控除に係る地方公共団体の減収

分や先ほどの環境性能割交付金の減収分を補填する交付金で、決算額は１，３９５万１千円、前

年度に対しマイナス７３％、３，７７１万７千円の減となりました。減額の理由につきましては、

令和元年度においては幼児教育・保育の無償化による保育料等の減収分として約４，１００万円

が交付されましたが、令和２年度はこの分について普通交付税の算定項目に含まれたことから減

額となったものでございます。 

 続きまして、款１０地方交付税でございます。２年度の普通交付税は、算定の基礎となる基準

財政収入額及び基準財政需要額ともに増額算定となり、交付額についても前年度対比プラス９．

４％、８，９２６万７千円の増額となりました。 

 また、特別交付税につきましては、令和元年度において算定された災害復旧に要した費用等が

減額となったことから、前年度に対し５，６１８万８千円の減額となり、地方交付税全体では決

算額１１億４，６１９万２千円で、前年度対比プラス３．０％、３，３０７万９千円の増額とな

っております。 

 次に、１５ページから１６ページにかけての款１１交通安全対策特別交付金につきましては、

決算額１７３万７千円で、前年度に対し１４万５千円の増といった状況でございます。 

 款１２分担金、負担金につきましては、幼児教育・保育の無償化による保育負担金の減額など

により、決算額１億４６４万３千円、前年度に対し１，９２９万９千円の減、１９ページにかけ

ての款１３使用料及び手数料につきましては、決算額６，９６９万５千円、前年度に対し

３２１万１千円の減でございます。 

 続きまして、１９ページから２３ページまでの款１４国庫支出金につきましては、新型コロナ

ウイルス感染症の流行を起因とした支援や感染対策等の財源として、特別定額給付金事業補助金

や地方創生臨時交付金、また、前倒しとなったＧＩＧＡスクール構想推進事業における公立学校

情報機器及び情報通信ネットワーク環境施設整備事業に係る補助金等の交付により、前年度に対

し１８億５，６３６万８千円と大きく増加し、決算額は２４億５，３５２万７千円となりました。 

 次に、２３ページから２７ページにかけての款１５県支出金につきましては、決算額４億
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２０２万５千円で、介護老人福祉施設整備事業補助金や強い農業担い手づくり総合支援交付金の

交付などにより、前年度に比べプラス１４．４％、５，０５８万円の増でございます。 

 ２８ページにかけての款１６財産収入につきましては、普通財産の貸付けや公有財産の土地の

売払い、また、基金積立金利子が主なものであり、決算額は２，６５８万１千円で、土地売払い

収入の増額等により前年度に比べ６６２万６千円の増となっております。 

 続きまして、款１７寄附金につきましては、商工振興及び災害対策への寄附などのほか、ふる

さと寄附金についてご寄附をいただいたもので、ふるさと寄附金が増加したこと等により、決算

額は１億９，１１６万１千円、前年度より４，０４３万９千円の増額となっております。 

 次に、２９ページにかけての款１８繰入金につきましては、特別会計からの繰入れやふるさと

まちづくり基金や広域行政事業基金など特定目的基金からの繰入れが主なもので、決算額は２億

５，３９９万２千円で、前年度に比べ１億２，０６７万１千円の増、款１９繰越金につきまして

は、決算額は１億１５４万９千円で、前年度に比べ４，０８９万７千円の減となっております。 

 ２９ページから３２ページにかけての款２０諸収入につきましては、主なものは、町税延滞金、

町預金利子、中小企業振興資金貸付金元利収入、学校給食費納入金等で、決算額は５億９３万

３千円、前年度対比４．０％の増でございます。 

 歳入の最後になりますが、３２ページから３３ページにかけての款２１町債につきましては、

決算額７億６６５万４千円で、道路改良事業や橋梁修繕事業などに係る公共事業等債、移動系防

災行政無線更新などに係る緊急防災・減災事業債、地方交付税の代替財源である臨時財政対策債

などの起債発行を行いました。令和２年度においては、突発的なものとして東日本台風被害によ

る復旧事業に係る借入れや新型コロナウイルス感染症の流行による国からの交付金等の減収相当

分を補填するものとして借り入れた減収補填債の借入れ、また臨時財政対策債の増額などにより、

前年度と比較し２４．５％、１億３，８９４万１千円の増額となっております。 

 以上、歳入総額は９０億４８９万２，４９０円で、前年度と比較してプラス２９．４％、金額

で２０億４，３３５万２千円の増額となりました。なお、調定額に対する収納率は全体で９７．

６％でございます。 

 以上で、歳入の詳細説明を終わらせていただきます。 

議長（小宮山君）  次に、歳出について説明を求めます。 

 なお、議会費は省略いたします。 

総務課長（臼井君）  歳出につきまして、順次ご説明を申し上げます。 

 事業ごとの詳細説明につきましては、令和２年度主要施策の成果及び実績報告書をご覧いただ

きたいと存じます。 

 それでは、決算書３８ページをご覧ください。３８ページから４０ページにかけての款２総務

費項１総務管理費目１一般管理費は、特別職及び職員の人件費等経常経費でございます。令和
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２年度から会計年度任用職員制度が導入されたことで、歳出全体にわたりそれまでの節７賃金の

科目がなくなり、以降の節が１つずつ繰り上がった科目立てに変更となっております。４０ペー

ジの節１２健康スクリーニング検診委託は、人間ドックを受診していない職員や会計年度任用職

員などが受診しており、職員が何らかの検診を受けるよう健康管理に努めているところでござい

ます。４１ページにかけての職員研修事業につきましては、人事評価制度に関わる委託のほか、

コンプライアンス研修や行政のデジタル化に関する研修などを実施いたしました。続いて、職員

厚生事業につきましては、市町村互助会負担金などでございます。 

 目２文書費は、役場全体の文書発送用の通信費、コピー機の賃借料、例規集のデータベースシ

ステム等使用料が主なものでございます。 

 ４２ページにかけての目３財政管理費は、町全体の有料道路通行料などのほか、財政調整基金、

減災基金、広域行政事業基金への積立てでございます。 

 なお、決算状況につきましては広報さかきに掲載し、主要施策の成果及び実績報告書につきま

しては、町ホームページで公開してまいります。 

会計管理者（柳澤君）  ４２ページ、目４会計管理費につきましては、節１０需用費のうち印刷製

本費は決算書、封筒などの印刷、節１１役務費については公金収納、派出業務等の手数料が主な

ものでございます。 

企画政策課長（大井君）  続きまして、目５財産管理費は、町の普通財産の管理等に係る経費のほ

か、公共施設等個別施設計画の策定のため節１で策定委員の報酬、節１２において計画策定のた

めの委託料を支出いたしました。 

 次に、目６企画費ですが、４３ページにかけての企画財政推進経費の主なものは、節１２でコ

ロナ禍において親元を離れて生活している大学生等に対し、帰省した際にリフレッシュしていた

だけるようリフレッシュ応援事業を坂城町振興公社に委託して実施いたしました。 

 また、節１８では、長野・上田両広域連合への負担金、町の移住・定住人口の増加を目指して

町内に住宅を新築された方などに交付した移住定住促進事業補助金が主なものでございます。 

 なお、高校生タイ国研修につきましては、令和元年度に引き続き新型コロナウイルス感染症拡

大に伴い中止といたしました。 

 ４４ページにかけての温泉管理事業の主なものは、節１４で温泉施設の源泉井戸ポンプの故障

による交換工事を行い、節１８では新型コロナウイルス感染症の影響により収益が減少した振興

公社に対し持続化負担金を支出して、節２４では施設設備の更新、リニューアルに向けて基金へ

の積立てを行いました。 

 次に、総合計画等策定事業では、本年度から令和１２年度までの１０年間のまちづくりの指針

となる第６次長期総合計画を策定いたしました。節１では策定にあたり、広く町内外の関係者の

皆様にご審議していただいた際の委員報酬、節１０の計画の印刷製本費、また、節１２の計画策
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定の委託料が主なものでございます。 

 ４５ページにかけてのまちづくり推進事業では、節７で行政協力員の謝礼、節１２では文書配

布等の行政事務委託、節１８では地域づくり活動支援として地域が行うコミュニティ活動に助成

を行いました。また、節２４のふるさと納税による信州さかきふるさと寄附金などを基金へ積み

立てたものが主なものでございます。 

 続きまして、国際交流事業では、節１０で「さかきまち防災ハザードマップ」を５か国語で印

刷し、節１８では町国際交流協会へ補助金を交付いたしました。なお、ポーランド、ツェレステ

ィヌフ郡からお招きをいただき訪問を計画しておりましたが、新型コロナウイルス感染症の感染

拡大に伴い中止といたしました。 

 スマートタウン構想事業では、節１２で中核避難所への蓄電池蓄電設備の導入に係る調査を委

託し、節１８において住宅用太陽光発電システムや家庭用リチウムイオン蓄電池システムなどを

対象にエネルギーの効率的な利用促進に向け補助を行いました。 

 次に、４６ページにかけてのふるさと納税事業につきましては、節７でふるさと寄附金を寄附

をされた方へのお礼の品の代金、節１２のインターネットの活用などにより全国から寄附を受け

やすい体制を整え、寄附者への利便性を図るための業務委託が主なものでございます。 

 続きまして、目７広報広聴費ですが、４６ページの広報広聴一般経費につきましては、庁舎内

のインターネット環境の保持などに係る経費で、主なものは節１２のインターネット系のサー

バーとシステムの保守に係る委託料、節１３のハードウェアのリース料とシステムの使用料など

でございます。 

 広報発行事業につきましては、広報さかきの印刷製本が主なもので、４７ページにかけての電

子自治体事業は、国の施策として、行政情報の提供や申請、届出手続の電子化に向けて構築され

た市町村行政ネットワークに係る経費として、節１３のデータセンターの使用料、ネットワーク

機器の賃借料、節１８の県へのネットワーク負担金などが主なものでございます。 

 ４７ページの目８電算費は、窓口業務に係る電算化の経費が主なもので、節１２において機器

などの保守料、節１３ではソフトウェアの使用料及びハードウェアのリース料、節１８では社会

保障・税番号制度の運用に必要な中間サーバーの負担金を支出いたしました。 

総務課長（臼井君）  続きまして、４８ページにかけての目１０業務管理費は、役場庁舎全般に係

る光熱水費、冷暖房空調機械設備等の保守点検料、修繕料、総務課管理の庁用車に係る燃料費等

でございます。節１４工事請負費において、役場の防災監視盤の更新を、節１７備品購入費にお

いて庁用車の更新等を行いました。また、令和２年度は新型コロナウイルス感染症対策として、

役場入り口へのサーモカメラの設置やトイレ手洗い場の自動水栓化なども行ったところでござい

ます。 

住民環境課長（竹内君）  ４８ページ、目１１防犯対策費でございますが、節１０需用費の主なも
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のは防犯灯に係る光熱水費、修繕料でございます。節１８は更埴防犯協会連合会など関係団体ヘ

の負担金、補助金でございます。 

 ４９ページ、目１２交通安全対策費の主なものは、節７交通指導員等の報償費のほか、節

１０需用費のうち、毎年新入学児童に配布しております交通安全ヘルメット等の消耗品、節

１８は千曲交通安全協会坂城支部に対する補助金等でございます。 

 続きまして、目１３消費生活費の主なものは、節７消費生活展に係る謝礼のほか、節１８は高

齢者の特殊詐欺や悪質商法の被害防止のための特殊詐欺防止装置取付費補助金でございます。 

企画政策課長（大井君）  続きまして、５０ページにかけての目１４男女共同参画推進費の主なも

のは、節１０で第３次男女共同参画パートナーシップの印刷製本、節１８において女性団体連絡

会、男女共同みんなの会への活動補助を行いました。なお、女（ひと）と男（ひと）ふれあいさ

かきは新型コロナウイルス感染症の影響で中止となりました。 

総務課長（臼井君）  続きまして、５１ページにかけての目１５特別定額給付金給付事業は、新型

コロナウイルス感染症拡大防止のための緊急事態宣言を受けて、町民に外出自粛等を要請したこ

とに伴い、生活支援等の観点から町民１人当たり１０万円を給付したもので、１８節の給付金以

外は給付に係る事務費の事務的な経費でございます。 

収納対策推進幹（長崎さん）  続きまして、５１ページから５２ページにかけての項２町税費目

１税務総務費は、固定資産評価審査委員の報酬、職員の人件費などの経常的経費や長野県地方税

滞納整理機構への負担金などでございます。 

 今後も、滞納整理機構と連携し、未納額の減少に取り組んでまいります。 

 ５２ページの目２賦課徴収費につきまして、主なものは節１０需用費では町税に係る申告書及

び納税通知書等の印刷製本費、節１１役務費では住民税申告及び町税の納税義務者等の送付に係

る通信運搬費、節１２委託費は住民税、固定資産税などの課税に係る電算委託料や令和２年度の

評価替えに向けての固定資産評価基礎資料整備委託等でございます。節２２償還金利子及び割引

料は、法人町民税などの還付金及び還付加算金でございます。 

住民環境課長（竹内君）  ５３ページから５４ページにかけての項３戸籍住民基本台帳費目１戸籍

住民基本台帳費の主なものは、職員の人件費と経常経費でございます。そのほか、節１２委託料

は、住民基本台帳システム、総合戸籍システム等の保守に係る委託費、節１３は住民基本台帳シ

ステム、総合戸籍システムの機器等に係る使用料でございます。 

総務課長（臼井君）  続きまして、５４ページ、項４選挙費目１選挙管理委員会費は、選挙管理委

員の報酬が主なものでございます。 

企画政策課長（大井君）  続きまして、項５統計調査費目１統計調査総務費につきましては、県民

手帳の購入費でございます。 

 ５５ページにかけての目２委託統計調査費では、５年に１回実施される国勢調査の本調査をは
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じめ、工業統計調査、学校基本調査、世界農林業センサス、経済センサス調査に要する経費を支

出いたしました。 

総務課長（臼井君）  同じく、５５ページの項６監査委員費目１監査委員費は、監査委員さんの報

酬等でございます。 

議長（小宮山君）  詳細説明の途中ですが、昼食のため、午後１時３０分まで休憩いたします。 

（休憩 午前１１時５８分～再開 午後 １時３０分） 

議長（小宮山君）  再開いたします。 

 引き続き、詳細説明を求めます。 

福祉健康課長（伊達君）  午前に引き続きまして、款３民生費項１社会福祉費目１社会福祉総務費

から詳細説明を続けます。 

 決算書５６ページから５７ページにかけての社会福祉一般経費は、職員の人件費や福祉委員の

報酬のほか、福祉関係団体への補助金、負担金を交付いたしました。 

 また、節１２にて、新たに生活困窮者等自立相談支援事業を社会福祉協議会に委託し、家計や

生活など幅広い相談に応じたところでございます。 

 社会福祉協議会補助事業は、社協の円滑な運営を支援するための社会福祉協議会補助金が主な

ものでございます。 

 国民健康保険特別会計繰出金事業は、所得の低い方の保険税軽減に係る保険基盤安定負担金な

ど、国保特別会計への繰り出しを行ったものでございます。 

住民環境課長（竹内君）  ５７ページから５８ページにかけての目２国民年金事務費でございます

が、主なものは、節１０需要費のうち印刷製本費で、成人者への啓発物品を作成いたしました。 

福祉健康課長（伊達君）  続きまして、５８ページからの目３老人福祉費でございます。老人福祉

一般経費は、節１３で福祉バスの賃借料、節１８で長野広域連合、更埴地域シルバー人材セン

ター、老人クラブ等への負担金、補助金の交付のほか、令和２年度は新型コロナウイルス感染症

対策として、節１７でサーモグラフィーを購入し、老人福祉センターに設置をしたところでござ

います。 

 ５９ページにかけての老人福祉町単事業は、各地区での高齢者祝賀行事への補助、敬老祝い金

事業が主なものでございます。 

 高齢者生活支援事業は、移動が困難な高齢者等の医療機関等への送迎など、外出支援サービス

に要した経費でございます。 

 介護保険特別会計繰出金事業は、介護保険給付に係る町の負担分や、住民税非課税世帯である

第１段階から第３段階の被保険者の保険税軽減に係る公費負担分などを特別会計へ繰り出したも

のでございます。 

 後期高齢者医療保健事業は、医療費等に係る長野県後期高齢者医療広域連合への負担金、保険
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料軽減に係る特別会計への繰出金などでございます。 

 ６０ページにかけての介護予防施設管理等運営事業は、ふれあいセンターの管理運営に係る経

費で、施設管理に係る委託経費のほか、燃料費、光熱水費が主なものでございます。 

 繰越老人福祉一般経費は、令和元年度から令和２年度にかけて進められていた町内の地域密着

型特別養護老人ホームの増床に対する補助を行ったもので、増床分の施設につきましては、昨年、

令和２年６月１日より稼働をしているところであります。 

 次に、目４心身障がい者福祉費でございます。６１ページにかけての心身障がい者福祉一般経

費は、障がい支援区分の認定審査会に係る長野広域連合への負担金、障がい関係団体等への補助

金などのほか、新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、町内の障がい福祉事業所に対する感

染症対策の助成金、特別児童扶養手当等を受給されている方への特別給付金を支給してございま

す。 

 重度障がい者介護慰労金支給事業では、６５歳未満の重度障がいがある方を在宅で介護されて

いるご家族などに慰労金を支給したもので、令和２年度については、コロナ禍での介護の負担を

考慮し、在宅介護応援特別給付金を合わせて支給してございます。 

 福祉タクシー委託事業では、重度障がい者の外出等の負担軽減のため、タクシー利用券を交付

したものでございます。 

 心身障がい者町単事業は、腎臓機能障がい者の通院費や障がい施設等への通所費の補助、重度

心身障がい者の福祉年金など、町単独で実施した事業経費でございます。 

 ６１ページから６２ページにかけての福祉医療給付事業は、福祉医療費の給付に係る国保連等

への審査委託、重度障がい者への福祉医療費の給付が主なものでございます。 

 自立支援給付一般事業費は、障がい者の自立支援給付に係る審査手数料やシステム委託などの

事務的な経費でございます。 

 介護訓練等給付事業費は、障がい者の居宅介護や生活介護、また、就労移行や就労継続に係る

支援など、法定の障がい福祉サービス給付が主なものでございます。 

 ６３ページにかけての自立支援医療事業費では、身体障がい者の障がいの除去・軽減を図るた

めの更生医療などについて、自己負担分に対する給付を行ってございます。 

 補装具支給等支援事業費は、車椅子や補聴器等、身体機能を補う装具についての給付や修理費

の交付を行ったものでございます。 

 地域生活支援事業費は、障害者総合支援法に基づき、市町村が実施することとされている地域

活動支援センターの運営委託や日常生活用具の支給など、障がい者が自立した日常生活や社会生

活を営むための支援を行ったものでございます。 

 ６４ページの障害者計画等策定事業は、今年度から令和８年度までを期間とする障害者基本法

に基づく障害者計画及び令和５年度までを期間とする障害者総合支援法に基づく第６期障害福祉
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計画並びに児童福祉法に基づく第２期障害児福祉計画の策定に要した委託費、印刷経費が主なも

のでございます。 

企画政策課長（大井君）  続きまして、目５人権同和推進費の主なものは、節１２で同和対策集会

所の管理委託、節１８では解放運動団体への補助金交付、また、昨年当町で発生した殺人事件の

遺族者に対し、遺族見舞金を申し上げました。 

 次に、６６ページにかけての目６隣保館運営費は、職員の人件費と隣保館の運営に係る経常的

な経費が主なものですが、節１４では隣保館の玄関屋根の改修工事を行いました。 

 また、昨年は新型コロナウイルス感染症により、隣保館ふれあいフェスティバルを中止いたし

ましたが、人権啓発等の窓口相談、各種講座の開催などについては、コロナ禍で活動は制限され

ましたが、工夫しながら実施をしてまいりました。 

福祉健康課長（伊達君）  続きまして、６６ページの目７高齢者対策費は、養護老人ホームへの入

所措置費が主な経費でございます。 

 次に、目８地域包括支援センター費でございますが、６７ページにかけての地域包括支援セン

ター一般経費は、会計年度任用職員の人件費、介護予防に係るケアマネジメント業務の委託が主

な経費でございます。また、町内の介護保険事業所に対し、感染症対策に係る補助金を交付いた

してございます。 

 老人福祉センター管理等事業は、老人福祉センターの管理運営を社会福祉協議会へ委託したも

のでございます。 

 高齢者在宅生活支援事業では、高齢者の寝たきりや認知症予防のための生きがい活動支援通所

事業、いわゆるミニデイや、判断能力の十分でない高齢者の権利擁護のための成年後見支援セン

ターの運営を社協に委託して実施をいたしました。 

 ６８ページにかけての家族介護支援事業では、在宅介護者の支援として寝具洗濯等サービスの

委託、おむつなど介護用品購入費の補助などを行うとともに、令和２年度におきましては、介護

慰労金の支給に合わせ、コロナ禍での介護負担の軽減を図るため、在宅介護者応援特別給付金を

支給し、福祉の向上に努めたところでございます。 

 緊急通報体制整備事業では、独り暮らし老人訪問員の報酬、あんしん電話の保守委託料などの

ほか、水道メーターによる見守りシステムの運用に要した経費が主なものでございます。 

 次に、項２児童福祉費目１児童福祉総務費でございます。６９ページにかけての児童手当は、

中学校卒業までの子どもを養育している保護者等に児童手当を支給してございます。 

 子ども医療給付事業は、１８歳までの子どもの医療費の自己負担分について助成をしたもので

ございます。 

 出産祝金事業は、出産のお祝いとして、親御さんに対し、町の商品券を支給してございます。 

 障がい児通所等支援事業では、障がい児施設の通所等に係る法定のサービス給付費が主なもの
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でございます。 

 子育て世帯臨時特別給付金給付事業は、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、児童手当

の本則給付を受給している世帯に対し、対象児童１人につき１万円を給付するもので１，

６９３人分の給付金、また、電算委託が主なものでございます。 

子ども支援室長（鳴海さん）  続きまして、７０ページにかけての子育て応援特別給付事業でござ

います。新型コロナウイルス感染症防止対策に取り組む子育て世帯に対し、町独自の支援として

３つの事業を行いました。 

 節７では、１８歳未満の子ども１人につき２千円の図書カードの配付を行いました。 

 節１８では、国の児童手当上乗せ給付金の対象とならない１８歳未満の子どもの保護者に対し、

子ども１人につき１万円の給付と１８歳未満の子どもがいるひとり親世帯に対して、１世帯２万

円の商品券の給付を行いました。 

福祉健康課長（伊達君）  続きまして、新生児応援臨時特別給付金給付事業は、新型コロナウイル

ス感染症の影響を踏まえた生活支援として給付された国の特別定額給付金の対象にならなかった

新生児１人につき１０万円を給付するもので、６２人への支給を行ってございます。 

 次に、目２母子・父子等福祉費でございますが、母子・父子等福祉事業費では、母子・父子家

庭等の児童生徒に対し、小中学校の入学時、中学高校の卒業時に激励祝金などの支給を行ったも

のでございます。 

 ７１ページにかけての、母子・父子医療給付事業は、母子・父子家庭等の医療費について、福

祉医療費を給付したものでございます。 

 ひとり親世帯臨時特別給付金事業は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けたひとり親世帯

の家計支援のため、児童扶養手当受給者等に県が支給した特別給付金に伴いまして町が行った制

度周知、あるいは申請の受付に係る事務経費でございます。 

子ども支援室長（鳴海さん）  続きまして、７２ページにかけての目３保育園総務費でございます

が、主なものは、人件費をはじめ、節１０、３園分の賄材料費、節１２の給食調理業務委託等の

経常的経費でございます。 

 ７３ページから７４ページにかけての目４南条保育園費、７５ページにかけての目６坂城保育

園費、７６ページ、７７ページの目７村上保育園費は、それぞれの保育園の運営に係る経費でご

ざいます。主なものは、需用費では燃料費、光熱水費、委託料では施設や機械類の保守管理料の

ほか、新型コロナウイルス感染症対策として衛生用品、備品の購入を行い、環境整備に努めまし

た。 

 ７８ページにかけての目８児童館運営費でございますが、３児童館の運営に係る経費で館長、

補助員の人件費、その他経常的な経費が主なものでございます。 

 続きまして、目９放課後児童健全育成費は、新型コロナウイルス感染症対策として消耗品、施
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設備品の購入のほか、年間を通じた３児童館の支援員、補助員の人件費でございます。 

 ７９ページにかけての目１０子育て支援センター事業費は、人件費をはじめ、子育て支援セン

ターの運営に関わる経常的経費でございます。安心して利用していただける施設管理と子育てに

関する総合相談窓口として専門職を配置し、相談事業の充実に努めました。 

福祉健康課長（伊達君）  続きまして、７９ページから８０ページにかけての項３災害救助費目

１災害救助費は、火災により建物に被害を受けた方への見舞金の支給を１件、それと行方不明者

の捜索時に自治区が行った炊き出し費用について支出をしたものでございます。 

保健センター所長（竹内さん）  続きまして、款４衛生費項１保健衛生費目１保健衛生総務費でご

ざいます。８０ページから８１ページにかけての保健衛生一般経費は、人件費などの経常的な経

費及び新型コロナウイルス感染症対策のための衛生用品等の購入、町内医療機関への感染対策費

用の補助を行いました。 

 ８１ページの精神保健福祉等事業は、精神障がい者を支援するためのこころのリハビリ教室及

びこころの健康相談の開催に係る経費などが主なものでございます。 

 次に、目２予防費でございます。８２ページにかけての予防費一般経費では、休日における在

宅当番医療体制を千曲医師会等へ委託するとともに、二次救急医療体制として、長野地域におい

て輪番制病院運営事業を実施いたしました。また、上田地域と共同で行う上田市内科・小児科初

期救急センター並びに信州上田医療センター医師確保事業負担金などでございます。 

 同じく８２ページの結核関係一般経費は、結核の感染予防を図るため、６５歳以上の町民を対

象に結核レントゲン検診を実施したものでございます。 

 ８３ページにかけての乳幼児健診事業は、乳幼児健診に係る人件費のほか、妊産婦健康診査の

委託料、不妊治療等を受けたご夫婦に治療費を助成する不妊・不育症治療費助成金が主なもので

ございます。 

 ８４ページにかけての予防接種事業は、感染の発生及び蔓延を予防するため、予防接種法に基

づき各種予防接種を実施したもので、ワクチン等の購入に係る医薬材料費、医療機関への予防接

種委託料が主なものでございます。 

 ８４ページから８５ページにかけての新型コロナウイルス予防接種事業は、接種券の発行業務

委託料、ワクチン接種会場用備品など、新型コロナ予防接種実施に係る準備経費でございます。 

 次に、目４健康増進事業費でございます。８５ページの健康増進事業は、疾病の予防と早期発

見を目的に行った一般健康診査及び各種がん検診、歯周疾患検診などの委託料が主なものでござ

います。 

 ８６ページの後期高齢者健康推進事業では、７５歳以上の高齢者を対象に一般健康診査の実施

及び人間ドックの費用への助成を実施し、健康増進に努めました。 

 食育・健康づくり推進事業は、食育基本法に基づき食育や健康づくりのための教室などを開催
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したものでございます。 

 同じく８６ページの目５保健センター管理費は、保健センターの管理に要した経常的な経費が

主なものでございます。 

住民環境課長（竹内君）  ８７ページにかけまして目６環境衛生費の主なものでございますが、環

境衛生一般経費では、節１環境衛生委員の報酬、雑排水浄化槽汚泥処理委託事業は、節１２家庭

用浄化槽の汚泥収集、中間処理、堆肥化の委託、自治区環境整備補助事業は、節１８で各自治区

の環境浄化整備事業に対する補助、不法投棄ごみ撤去事業は、節１２主要道路、河川、山林等の

公共用地における不法投棄防止パトロール及びごみ撤去の委託でございます。狂犬病予防事業は、

節１２の獣医師会への狂犬病予防注射などの委託でございます。 

 目８環境保全対策費でございますが、環境保全対策一般経費の主なものは、節１２町内の主要

河川等及び地下水の水質調査に係る委託料でございます。 

建設課長（関君）  続きまして、８８ページ、目１０合併処理浄化槽設置費は、浄化槽の普及促進

及び維持管理の適正を図るため、県内市町村で組織されました長野県浄化槽推進協議会への負担

金、平成２７年度から５年間分として交付されました地方創生汚水処理施設設備推進交付金の精

算に伴う返還金でございます。 

住民環境課長（竹内君）  ８８ページの項２清掃費目１清掃総務費でございますが、清掃総務一般

経費の主なものは、節１０需用費のうち消耗品費で、資源物収集用用品の購入。印刷製本費では、

毎年、全戸配布しております、ごみ・資源物分別収集カレンダーの印刷製本でございます。節

１１は、ごみ指定袋あっせんに伴う自治区への手数料。ごみ危険物収集場整備補助事業は、節

１８で区が実施したごみ収集場の整備に対する補助金でございます。 

 続きまして、８８ページから８９ページにかけての目２塵芥処理費でございますが、塵芥処理

一般経費の節１０需用費は、可燃ごみ・不燃ごみ・事業系ごみの指定袋の購入であります。節

１２は、可燃ごみ・不燃ごみ・資源物等の収集運搬処理に関わる委託料、節１８は、長野広域連

合及び葛尾組合の負担金でございます。資源物回収奨励事業は、節７報償費でＰＴＡ等の非営利

団体が実施した資源物回収事業の奨励金でございます。ごみ減量化容器等設置補助事業は、節

１８個人で購入した生ごみ処理機等に対する補助でございます。 

 目３し尿処理費のし尿処理一般経費は、節１８で千曲衛生施設組合の負担金、し尿投入手数料

に関わる負担金でございます。 

商工農林課長（竹内君）  続きまして、８９ページからの款５労働費項１労働諸費目１労政費でご

ざいますが、９０ページにかけての労政一般経費では、職員の人件費のほか、テクノハート坂城

協同組合への補助が主なものでございます。 

 ９０ページの移住定住・就職支援事業では、節１２で町内企業に勤務する方の居住状況及び人

材確保に関する調査をテクノハート坂城協同組合に委託し、勤労者福祉対策事業では、節１８で
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更埴地域勤労者共済会への補助を行ったほか、節２０の貸付金では勤労者生活資金の貸付預託金

として、県労働金庫に５００万円を預託したものが主なものでございます。 

 ９１ページにかけての勤労者総合福祉センター管理一般経費は、勤労者総合福祉センターの施

設管理を委託している更埴地域勤労者共済会への委託料でございます。 

 次に、款６農林水産業費項１農業費目１農業委員会費でございますが、９１ページから

９２ページにかけての農業委員会一般経費は、農業委員及び推進委員の報酬と職員の人件費が主

なものでございます。また、農業者年金業務は、加入手続等の事務及び加入推進のための経費で

ございます。 

 次に、目２農業総務費でございますが、職員の人件費など経常経費でございます。 

 ９２ページから９３ページにかけての目３農業振興費、農業振興一般経費では、主なものとし

て、節１８において入横尾、上平島、小野沢の３集落を対象とした中山間地域直接支払事業への

補助や、４９歳以下の新規就農対策として農業次世代人材投資資金を５名の方への交付、また、

新規就農者支援補助金として５名の方への補助、農地活性化奨励金では、認定農業者及び認定新

規就農者に対し、農地集積の状況に応じて９名に奨励金を交付いたしました。 

 ９３ページから９４ページにかけての地域営農推進事業では、節１２で農機具保管庫の管理を

農業支援センターに委託し、節１８で農業支援センターへの補助やさかき地場産直売所への補助

を行いました。 

 また、需給調整推進対策事業につきましては、国が行う稲作から加工米や野菜などへの作付転

換を図るため、直接支払推進事業補助金により、坂城町農業再生協議会において現地確認や台帳

の作成などの事務を行い、需給調整を行う農家に対する転作推進補助金を交付いたしました。 

 また、農振地域整備促進事業では、農振地域整備促進協議会を開催した際の委員への謝礼が主

なもので、農地銀行活動促進事業は、町内６か所のファミリー農園の用地借上料でございます。 

 ９４ページから９５ページにかけての農産物加工施設管理費では、農産物加工センターの光熱

水費などの施設管理費が主なもので、９５ページのさかきブランド推進事業では、町のマスコッ

トキャラクター「ねずこん」による情報発信の経費や、節１８のさかきブランドづくり事業、ね

ずみ大根まつり実行委員会への補助金などを交付いたしました。 

 また、さかきワイン文化推進事業につきましては、ワインが町の新しい文化として浸透し、坂

城産ワインに親しみ応援いただくための取り組みを行ったものでございます。主なものは、節

１８で千曲川ワインバレー特区連絡協議会への負担金のほか、コロナ禍により予定されていた坂

城駅前葡萄酒祭は開催されませんでしたが、初めての取り組みとして実施されたオンラインによ

るワインセミナーの開催に対し、補助金を交付いたしました。 

 ９５ページから９６ページにかけての有害鳥獣対策事業では、節１２で有害鳥獣駆除を猟友会

に委託し、節１５で網掛区と上平区へ侵入防止柵等の資材を支給し、節１８では農産物を守る電
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気柵等の設置補助金などを交付いたしました。 

 ９６ページの繰越農業振興一般経費では、節１８により、令和元年の台風１８号により被害を

受けた農業用施設、農業機械の再建、修繕等を支援いたしました。 

 ９６ページから９７ページにかけての目５農地費、農地一般経費では、節１８で、これまでに

実施した土地改良事業に係る農林漁業資金の償還負担金を土地改良事業償還負担金として、また、

六ケ郷用水組合や各土地改良団体の負担金などを支出いたしました。 

 ９７ページの農道等基盤整備町単事業では、町内８か所の水路等の改修工事のほか、地域発元

気づくり支援金事業を活用し、地域住民が農道の舗装、補修を行う際の重機借上料や補修用材料

の支援を行い、また、町単補助事業では、自治区等からの要望を受け、原材料の支給や工事に対

する補助を行い、１３地区の整備を実施いたしました。 

 続きまして、多面的機能支払交付金事業では、上平緑の里、南条中之条農業資源維持向上管理

機構など合計７団体が行う農地・農業用水の保全管理や水路・農道等の長寿命化のための補修・

更新活動に対し補助金を交付いたしました。 

 また、繰越農道等基盤整備町単事業では、節１２により、南条、中之条地区の農業水利施設個

別施設計画の策定を行いました。 

 次に、９７ページから９８ページにかけての項２林業費目１林業総務費、林業総務一般経費は、

職員の人件費のほか、節１２において森林環境譲与税を活用した間伐などの準備や、森林づくり

県民税などを活用した森林教育や環境整備などを行いました。 

 ９８ページから９９ページにかけての目２林業振興費、松くい虫防除策事業では、総合的な松

くい虫防除対策として伐倒駆除及び枯損木処理のほか、有人及び無人のヘリコプターによる薬剤

散布を実施いたしました。また、空中散布の実施にあたっては住民説明会の開催など、リスクコ

ミュニケーションの実施や薬剤の安全確認調査を行いました。 

 ９９ページの町有林管理事業は、林業委員の報酬や下草刈り、除伐・間伐作業に係る経費が主

なもので、１００ページにかけての特用林産振興事業では五里ヶ峯トンネル横坑前の特用林産物

生産施設に係る光熱水費のほか、お～い原木会への補助金を交付いたしました。 

 １００ページの目３林道事業費、林道事業一般経費は、林道の維持管理に伴う作業員報酬のほ

か、節１３及び節１５では地域発元気づくり支援金事業を活用し、地域住民が林道の舗装・補修

等を行う際の重機借上料や補修用材料の支援を行い、節１４では林道等の補修工事を実施いたし

ました。 

 次に、１００ページからの款７商工費項１商工費目１商工総務費でございますが、１０１ペー

ジにかけての商工総務一般経費では、主なものは職員の人件費で、そのほか節１７で新型コロナ

ウイルス感染防止対策に係る備品購入のほか、節１８において中小企業能力開発学院への補助を

行いました。 



- 34 - 

 １０１ページから１０２ページにかけての目２商工振興費、商工振興一般経費の主なものは、

節１８で商工業振興補助金を１５社に、また、商工会の経営改善普及事業及びまちづくり事業へ

の補助や商業店舗のリフォームに対する補助を３件実施いたしました。 

 また、中小企業対策事業では、節１８で融資に係る保証料の補給を２２２件、新型コロナウイ

ルス対策に係る融資の利子補給を１６５件実施したほか、町内企業の受注機会・販路の拡大など

を行うため、坂城町出品者協会に補助金を交付いたしました。 

 また、節２０の貸付金では、中小企業振興資金の貸付預託金３億７千万円を町内金融機関４行

に支出し、令和２年度の融資実績といたしましては、県及び町制度資金を合わせて２２２件、約

１５億７，９００万円の融資を実行いたしました。 

 また、節２４の積立金では、経営安定特別資金、新型コロナウイルス対策の５年間の利子補給

に対する２年目以降の補給額について積立てを行いました。 

 １０２ページから１０３ページにかけての中心市街地活性化事業では、中心市街地コミュニテ

ィセンター及び商業インキュベーター施設に係る維持管理経費のほか、節１２でコミュニティセ

ンターの管理業務を委託している株式会社まちづくり坂城への委託料が主なものでございます。 

 １０３ページから１０４ページにかけての新型コロナウイルス緊急対策事業では、新型コロナ

ウイルスの感染拡大により甚大な影響を受けている町内事業所に対して小規模事業者等持続化支

援金や飲食事業者等事業継続緊急支援金など、様々な支援事業を展開し事業の継続や経営の安定、

また、雇用の維持を図りました。繰越プレミアム付商品券事業は令和元年度からの繰越事業で、

町商工会に対してプレミアム付商品券の換金業務を委託したほか、節１８で商品券のプレミアム

分を補助いたしました。 

 １０４ページから１０５ページにかけての目３観光費、観光一般経費では観光案内用の表示板

を２か所に整備し、葛尾城遊歩道など４か所の遊歩道整備を地元区などへ委託したほか、節

１８では各種観光団体等への負担金を支出いたしました。 

 １０５ページからの目４商工企画費、商工企画一般経費ではＢ．Ｉプラザの光熱水費支出のほ

か、節１２では令和３年度発行予定の平成の産業史制作業務の委託、節１４では、Ｂ．Ｉプラザ

の屋根改修工事の実施、節１８では工業関係の各種団体へ負担金・補助金を交付いたしました。 

 １０５ページから１０６ページにかけての工業団地整備事業では、節１２でテクノさかき工業

団地内の樹木伐採など環境整備を行い、節１４で工業団地内の調整池や用水路のしゅんせつを行

ったほか、節２４で工業振興施設等整備基金への積立てを行いました。 

 また、坂城テクノセンター支援事業では、同センターへの運営補助や試験機器等の整備に係る

補助、また、空調設備や音響機器などの施設改修に対する補助のほか、オンラインモノづくり展

への補助を行いました。 

 １０６ページから１０７ページにかけての鉄の展示館管理一般経費では、鉄の展示館の管理に
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係る経費のほか、「知将！光秀の頃の日本刀と武者絵展」「お守り刀展」などの特別展や企画展

等を開催するにあたり、チラシの印刷や展示品の保険料などの経費を支出いたしました。また、

節１２の委託料の主なものは、株式会社まちづくり坂城に施設管理の業務委託を行ったもので、

節１４では鉄の展示館１階の冷暖房設備の改修工事を実施いたしました。 

建設課長（関君）  １０７ページから１０８ページにかけての款８土木費項１土木管理費目１土木

総務費の土木総務一般経費は、職員の人件費のほか、節１０印刷製本費において全戸配布したハ

ザードマップの作成、節１６公有財産購入費では、町単補助工事に係る用地費などが主なもので

ございます。 

 １０９ページにかけての項２道路橋梁費目１道路橋梁総務費の道路橋梁総務一般経費は、道路

橋梁の照明灯の電気料、道路改良や町道認定に伴う道路台帳の整備に係る委託料が主なものでご

ざいます。町単補助事業につきましては、町内２３区が実施しました２９か所の土木工事に係る

補助で、交通安全施設整備事業はカーブミラー、転落防止柵など、交通安全施設１２か所の整備

に要した経費でございます。目２道路維持費の道路維持一般経費は、節１２委託料において町道

の街路樹の剪定、除草、町内主要幹線道路の除雪対応、融雪剤散布の委託、節１４では道路、側

溝等の維持修繕工事、節１５の道路補修用材料や冬季の融雪剤の購入が主なものでございます。 

 次に、１１１ページにかけての目３道路新設改良費のうち、道路改良事業（Ａ０１号線）につ

きましては、節１４の金井工区、酒玉工区の道路改良工事、また、用地代補償費が主なものでご

ざいます。 

商工農林課長（竹内君）  続きまして、１１０ページの道路改良事業（Ａ０９号線）は、新たな南

条産業団地の造成に合わせて基幹道路となるＡ０９号線の道路改良整備を行うもので、委託によ

り測量設計を実施したほか、事業用地に係る用地買収と工事に支障となる農業倉庫等の補償を行

いました。 

建設課長（関君）  道路改良事業（舗装修繕）につきましては、Ａ０１号線四ツ屋地区の舗装修繕

を、また、鼠橋通りの国道西側を実施しました。 

 繰越道路改良事業（Ａ０１号線）は、令和元年度からの金井工区、酒玉工区の工事費、補償料

の精算、繰越道路橋梁事業舗装修繕は、繰越しをして、令和２年度分と合わせて実施しました。 

 続きまして、目４橋梁新設改良費、橋梁修繕事業は、節１４で昭和橋、鼠橋の橋梁修繕工事を

行うとともに、節１２委託料では工事に伴う積算設計監理業務及び橋梁詳細調査等でございます。 

 繰越橋梁修繕事業につきましては、６４号橋等の橋梁修繕に係る設計業務の委託料及び工事費

でございます。 

 次に、項３河川費目１河川総務費、河川総務一般経費は、河川愛護活動を行う１８団体への補

助金、目２河川改良費、河川改良一般経費の主なものは、節１４の水路のしゅんせつ工事６か所、

水路改良工事６件、名沢川、御堂川の河畔林の整備事業に関わった経費でございます。 
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 １１３ページにかけての項４住宅費目１住宅管理費のうち、住宅管理一般経費は職員の人件費

のほか、町営住宅及び改良住宅に係る維持管理修繕が主な経費でございます。 

 空家活用事業では、坂城町空家情報バンクの専用ホームページの保守委託料、空家の片づけ及

びリフォームに要する経費の一部を補助する空家バンク利用促進補助金を２件交付いたしました。 

 次に、目３住宅・建築物耐震改修事業の住宅・建築物耐震改修事業では、県の建築士事務所協

会へ耐震診断士の派遣を委託し、合計５件の耐震診断を行うとともに、住宅耐震補強事業の補助

を行いました。住宅リフォーム補助事業では、住環境の向上を図るため、２７件に住宅リフォー

ム補助を交付いたしました。宅地耐震化事業では、町内に所在する大規模盛土１５か所の現地調

査を行っております。 

 続きまして、項５都市計画費目１都市計画総務費、都市計画総務一般経費は職員の人件費が主

なもので、１１４ページの目３下水道費は、下水道事業特別会計への繰出金でございます。 

 １１５ページにかけての目４公園管理費のうち公園管理一般経費は、都市公園などの公園緑地

の管理経費で、主なものは節１２で、びんぐしの里公園、和平公園の管理業務を指定管理者の株

式会社坂城町振興公社に、また、各公園の遊具や和平公園の貯水槽の保守点検などの委託料、ま

た、節１４では、びんぐし公園の遊具の修繕工事を行い、節２４では公園整備基金へ積立てを行

いました。 

 １１５ページの花と緑のまちづくり事業は、さかき千曲川バラ公園の維持管理と都市緑化事業

が主なもので、節１２においてバラ公園及び町内のバラを植栽した花壇の管理委託、節１４では、

バラ公園のトイレの感染対策工事を実施しました。 

 １１７ページにかけての項６高速交通対策費のうち、目１高速交通総務費の高速交通対策一般

経費の主なものは、節１２の坂城駅及びテクノさかき駅の管理業務や循環バスの運行業務の委託

料、節１３では循環バス２台分の賃借料などで、節１４ではテクノさかき駅駅前広場舗装修繕工

事やバリアフリー化工事として、新地区のＡ０１号線のカラー舗装工事を、節１８の主なものは、

しなの鉄道軌道安全輸送設備等整備負担金として、沿線市町村で負担し、車両更新なども実施を

行いました。 

 また、新型コロナウイルス感染拡大に伴う事業活動への影響を受けた交通事業者に対し、地域

公共交通の確保のため支援を実施しております。繰越高速交通対策一般経費は、繰越しとなりま

した令和元年度分のしなの鉄道車両更新分となっております。 

 目２高速交通対策整備事業の渇水対策事業の主なものは、節１０の町内の８か所の渇水対策用

の井戸ポンプの電気料のほか、節１４では老朽化によるポンプ修繕工事を実施しました。 

 項７地籍調査費目１地籍調査事業費の主なものは、御所沢地区、坂城８区になりますが、約

１１ヘクタールの２年目工程としまして、原図の作成や地積測定などの地籍調査に係る委託料が

主なものでございます。 
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住民環境課長（竹内君）  続きまして、款９消防費項１消防費目１常設消防費は、千曲坂城消防組

合及び消防防災航空隊の負担金でございます。 

 １１８ページにかけての目２非常備消防費でございますが、節７は消防団員の退職報償金、節

１８は埴科消防協会などの関係団体への負担金、消防団員退職報償金支給責任共済等の共済負担

金のほか、分団運営補助金、婦人消防隊運営補助金、消防団員出動交付金などが主なものでござ

います。 

 続きまして、１１８ページから１１９ページにかけての目３消防施設費でございますが、消防

団詰所、ポンプ車、積載車の機械器具や防火水槽・消火栓の維持管理等に関する経費でございま

す。主なものといたしましては、節１４で金井区の防火水槽改修工事及び第２分団詰所の新築工

事等を行いました。節１７は、各分団の更新用として消防用ホース、また、第１分団の軽四輪駆

動積載車を購入しました。節１８は新設１基、修繕２基に関わる消火栓工事の負担金でございま

す。 

 １０２ページにかけての繰越消防一般経費は、移動系防災行政無線整備工事に関わる設計委託

料及び工事請負費でございます。 

建設課長（関君）  続きまして、目４水防費、水防一般経費は、土のう袋や砂など、水防用の備蓄

材の購入が主なものでございます。 

 なお、総合防災訓練の際に、坂城町消防団と水防訓練を実施しております。 

企画政策課長（大井君）  続きまして、目５防災費につきましては、同報系防災行政無線の運用に

係る経費で、節１１で回線の通信料、節１２では設備の保守点検料、節１４で住民の移動などに

伴う戸別受信機等の設置工事や中核避難所などのＷｉ-Ｆｉ環境の整備工事に支出をいたしまし

た。 

教育文化課長（堀内君）  続きまして、１２０ページからの款１０教育費についてご説明いたしま

す。 

 １２１ページにかけての項１教育総務費目１教育委員会費は、教育委員の報酬をはじめ、委員

会運営のための経常的経費でございます。 

 １２２ページにかけての目２事務局費の事務局一般経費は、特別職、一般職の人件費のほか、

教育支援委員会の運営、教育相談に係る教育コーディネーター、教育心理カウンセラーの人件費、

学校施設の長寿命化計画策定に係る業務委託経費、児童生徒が加入する災害共済掛金等の負担金、

そして文教施設整備基金への積立てが主なものでございます。 

 １２３ページにかけての教育振興事業は、町奨学金、特色ある学校づくり交付金が主なもので、

令和２年度は新型コロナウイルスに関する支援策として、奨学金に月当たり５千円の上乗せ給付

を行いました。 

 私立幼稚園補助事業は、町内に住所を有し、私立幼稚園に通園する園児の特定教育、保育の無
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償化に伴う給付費及び町内私立幼稚園への施設型給付補助金が主なものでございます。 

 教員住宅管理事業は、教員住宅に維持管理に要する経費でございます。 

 １２４ページにかけての学力向上事業では、小学２年生以上中学３年生までの児童生徒を対象

に相対評価テストを実施し、テスト結果を分析する中で、学力向上を図りました。また、中学生

の体力テストを実施し、バランスのよい体力づくりの指導等を行いました。 

 大峰教室等自立支援事業は、様々な事情により登校が困難な小中学生を対象として、学校敷地

外にある大峰教室に指導員や補助指導員を配置し、学習支援、相談事業などを行いました。 

 １２５ページにかけての児童生徒支援事業は、各小中学校の状況に合わせ、教室で授業を受け

ることが困難な児童生徒や外国籍児童生徒などへの支援を行いました。 

 小中学校空調設備整備事業につきましては、小中学校の特別教室等への空調設備設置に係る設

計業務委託を行いました。 

 ＧＩＧＡスクール構想推進事業につきましては、国の掲げるＧＩＧＡスクール構想に基づき、

児童生徒１人１台端末等と高速大容量の通信ネットワーク環境整備の一体的な整備を行いました。 

 続きまして、１２６ページにかけての項２小学校費目１小学校総務費は、図書館司書の人件費

ほか、外国語指導講師の委託料等、南条小学校プールシートの改修、坂城小学校昇降口タイル改

修工事、遊具撤去新設工事のほか、感染症対策として、体育館トイレの手洗い自動水栓工事を行

いました。 

企画政策課長（大井君）  続きまして、１２６ページのスマートエネルギー設備導入事業は、災害

時の避難所として村上小学校の体育館への持続的な電力供給とＣＯ２削減による地球温暖化対策

を図るため、既に設置済みの太陽光パネルから発電する電力を蓄えることができる蓄電設備の設

置に係る経費でございます。 

教育文化課長（堀内君）  １２７ページにかけての目２南条小学校管理費は、学校運営及び校舎設

備の維持管理のための経常的経費で、以下管理費につきましては、各小学校ともほぼ同じ内容で

すので、南条小学校について申し上げます。主なものは、学校医、薬剤師の報酬、燃料費、光熱

水費など校舎管理に関わる経費、そして警備業務委託、電気保安等の設備管理や学校庁務の業務

委託等でございます。また、新型コロナウイルス感染予防対策として、消耗品、備品等の購入を

行いました。 

 １２８ページにかけての目３南条小学校教育振興費ですが、教育振興費につきましても、各小

学校ともほぼ同じ内容でございますので、南条小学校で説明させていただきます。 

教育振興費は、教科学習に関わる費用が主なもので、教科学習用消耗品などの購入、理科実験用

などの教科用備品の購入、そして就学援助費等で、令和２年度においては、小中学校とも新型コ

ロナウイルスに関する支援策として、就学援助費の特別支援費３万円の支給を行いました。 

 １３１ページまでお進みいただきまして、項３中学校費目１中学校総務費は、外国語指導講師
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に係る委託料等のほか、校務支援システムのリース料等、小学校と同様に感染症対策として、体

育館トイレの手洗い自動水栓工事を行いました。 

 １３２ページにかけての目２学校管理費は、小学校同様中学校の運営、校舎設備管理のための

経常的経費で、需用費として消耗品、光熱水費など経常経費、委託料として設備等管理委託、学

校庁務の業務委託等が主な内容でございます。 

 １３３ページにかけての目３教育振興費は、教科学習の消耗品の購入や教材備品の修理等が主

なもので、そのほか各教科で使用する教科用備品等の購入、就学援助費等でございます。 

 続きまして、１３４ページにかけての項４社会教育費目１社会教育総務費は、職員の人件費ほ

か社会教育委員、生涯学習審議会委員の報酬、文化協会など各団体への補助のほか、町立図書館

南側駐車場用地について、土地開発公社より買戻しを行いました。 

 １３５ページにかけての文化の館事業は、光熱水費などの経常的経費、施設の警備委託料など

でございます。 

 目２公民館費、公民館一般経費では、公民館長報酬、副館長、分館役員の謝礼、分館活動費の

補助が主なものでございます。 

 １３６ページにかけての各種公民館事業は、公民館講座の講師謝礼等ですが、新型コロナウイ

ルス感染症予防対策により、スポーツ大会をはじめ納涼音楽会、町民運動会、そして文化祭等の

行事について中止といたしました。分館施設整備補助事業は、分館活動の基盤となる地区公民館

の改修・修繕に関わる補助と立町公民館改築工事に係る補助を行いました。 

 １３７ページにかけての目３図書館費、図書館一般経費では、図書館長の報酬、臨時職員の給

料のほか、館内清掃等委託や電気保安点検等施設の維持管理に関わるもの、そして図書の購入費

が主なもので、その他感染症対策として、トイレの手洗い自動水栓工事を行いました。 

 １３８ページにかけての図書館ネットワークシステム事業は、ネットワークシステムの保守委

託、共通経費の負担が主なもので、２市２町１村１大学の図書館及び学校図書館との連携により、

図書の検索、予約、貸出し等の充実を図りました。 

 １３９ページにかけての目４文化財保護費、文化財保護一般経費は、文化財保護審議会委員の

報酬、文化財の保護、伝統芸能の保存継承のための保存団体等への補助が主なものでございます。 

 １４０ページにかけての坂木宿ふるさと歴史館管理一般経費は、施設の管理運営に係るもので、

村上義清や坂木宿を主体とした常設展示や「第６回坂城のお雛さま展」を開催いたしました。 

 埋蔵文化財発掘調査事業は、開発行為等に伴う立会い調査、試掘調査を行い、遺跡の保存に努

めるとともに、青木下遺跡で出土された金属遺物の保存処理を行いました。 

 目５資料館管理費は、格致学校歴史民俗資料館の管理運営に関わる経費が主なもので、格致学

校西面の壁、屋根修繕工事を行いました。 

 １４１ページにかけての目６文化センター管理費は、宿日直、清掃、ボイラー業務のシルバー
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人材センターへの委託料等、文化センターの維持管理に係る経費が主なものでございます。 

 目７青少年育成費節１８負担金補助及び交付金、青少年を育む町民会議への補助が主なもので

ございます。 

 １４２ページの目９生涯学習振興費では、さかきふれあい大学を運営し生涯学習の推進に努め、

専門講座の講師等謝礼、ふれあい大学教養講座の開催に関わる経費が主なものでございます。コ

ロナ禍での運営となり、前期については講座を中止せざるを得ない状況でありましたが、後期に

ついては講演会ほかマリンバコンサート等、開催時期の状況を踏まえ、対策を講じた上での実施

に努めました。 

 項５保健体育費目１保健体育総務費の一般経費では、スポーツ推進委員等への報酬や、町体育

協会、スポーツ少年団等への補助を行いました。 

 １４３ページにかけての各種スポーツ教室開設事業では、こちらもコロナ禍で、特に前期講座

等については中止とした事業も多くありましたが、後期に実施したキッズスポーツ教室などの指

導員謝礼が主なものでございます。 

 体育施設整備事業は、グラウンド等体育施設の整備委託、体育施設用地の借上げが主なもので、

節１２委託料では、体育館の耐震改修工事に係る設計を行いました。体育施設整備事業の繰越事

業につきましては、令和元年度事業として実施しました体育館耐震診断業務について、新型コロ

ナウイルスの影響により審査会の開催が繰越しとなったものでございます。 

 １４４ページにかけての目２武道館管理費は、施設の管理に係るもので、指導員報酬のほか光

熱水費など経常的な維持管理経費が主なものとなっております。 

 １４５ページにかけての目３食育・給食センター運営費につきましては、安心安全な学校給食

の提供を図るとともに、児童生徒に栄養バランスの取れた給食を提供し、心身の健全な発達を促

進し、体力及び学力の向上を図りました。主に職員の人件費のほか、賄材料費、調理業務委託、

ボイラー管理や給食配送委託に係る経費となっております。 

商工農林課長（竹内君）  続きまして、１４５ページからの款１１災害復旧費につきましては、令

和元年東日本台風災害による被災箇所の復旧に係る経費でございます。 １４６ページの項１農

林水産業施設災害復旧費目３農地災害復旧事業費、繰越農地災害復旧事業費では、国庫補助事業

により千曲川河川敷内における農地復旧工事に係る実施設計業務を委託し、上五明区の下河原及

び東河原地区、四ツ屋区の四反田地区における農地災害復旧工事を実施しました。 

建設課長（関君）  続きまして、項２公共土木施設等災害復旧費目１道路等災害復旧費、繰越道路

等災害復旧事業は、台風１９号により被害を受けた上五明中河原地籍の町道０５７７号線の災害

復旧工事費でございます。 

 次に、目２道路橋梁災害復旧費繰越道路橋梁災害復旧事業は、令和元年度から繰り越している

昭和橋の災害復旧工事の工事費でございます。 
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住民環境課長（竹内君）  続きまして、目４消防施設災害復旧費は、消防ポンプ操法訓練場の移転

による復旧事業で、鼠橋運動場内に復旧し、本年４月３０日に竣工となっております。 

財政係長（細田さん）  続きまして、１４７ページにかけての款１２公債費につきましては、長期

債の償還元金とその利子の支出でございます。 

 款１４予備費につきましては、令和２年度においての支出はございませんでした。 

 次に、令和２年度主要施策の成果及び実績報告書の２ページでご報告いたしております地方公

共団体の財政の健全化に関する法律に基づく財政指標である財政健全化判断比率につきましてご

説明申し上げます。令和２年度の実質赤字比率、連結実質赤字比率につきましては、一般会計及

び特別会計において、いずれも黒字のため数値は入っておりませんが、括弧書きで黒字を示すマ

イナスの比率を参考にお示ししてございます。 

 次の実質公債費比率につきましては、町の一般会計等で支払う元利償還金に、一部事務組合等

が起こした起債分としての町の負担分を含めた額が町の標準財政規模の額に対し占める割合を過

去３か年の平均で表したもので、前年から０．１ポイント減の９．０％となっております。 

 次の将来負担比率につきましては、一般会計等の借入金など、将来支払っていく可能性のある

負担等の重さを表したもので、昨年に引き続きマイナスであることから、町の財政健全化判断の

基準となる４つの指標につきましては、いずれの指標も健全な状況で推移しているところでござ

います。 

 また、下水道事業に係る資金不足比率については、資金が充足されているため、こちらも数値

は入っておりません。 

 以上、歳出総額８９億３，６９２万３，１１８円で、前年度対比プラス３１．２％、２１億２，

２９３万２千円の増額となっております。なお、予算に対する執行率は、全体で９８．０％でご

ざいます。 

 以上で、令和２年度坂城町一般会計歳入歳出決算の詳細説明を終わらせていただきます。 

議長（小宮山君）  以上で、各課長等による詳細説明が終わりました。 

 会議の途中ですが、ここで換気のため１０分間休憩いたします。 

（休憩 午後 ２時３６分～再開 午後 ２時４６分） 

議長（小宮山君）  再開します。 

 次に、日程第１３「議案第５２号」から日程第１７「議案第５６号」までの５件は、令和２年

度一般会計及び各特別会計の決算認定案であります。 

 これらについては、地方自治法第２３３条第２項及び第２４１条第５項の規定により決算審査

が実施されましたので、監査委員の審査所見を求めます。 

代表監査委員（大橋君）  ただいま議長より発言の許可をいただきましたので、過日、実施いたし

ました決算審査の結果についてご報告申し上げます。 
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 お手元に配付されております令和２年度坂城町一般会計・特別会計決算及び財政健全化判断比

率に関する審査意見書として取りまとめてあります。 

 なお、この意見書は、去る８月２７日ですが、地方自治法第１９８条第９項の規定に基づいて

町長に報告し、議長に提出してございます。 

 監査は、この意見書の後ろのほう１８ページにつづられております坂城町監査基準に基づいて

実施されております。 

 まず、審査の概要についてですが、審査の期間は７月１９日から８月２日までと、８月１２日

に坂城町役場庁舎内において実施いたしました。 

 審査の対象は地方自治法第２３３条第２項の規定により、町長から審査に付されました令和

２年度坂城町一般会計及び特別会計の歳入歳出決算であります。記載されております５つの会計

でございます。坂城町一般会計歳入歳出決算、坂城町国民健康保険特別会計歳入歳出決算、坂城

町下水道事業特別会計歳入歳出決算、坂城町介護保険特別会計歳入歳出決算、坂城町後期高齢者

医療特別会計歳入歳出決算であります。 

 また、決算審査に併せまして、次の監査も実施いたしました。地方自治法第２４１条第５項の

規定による基金の運用状況、地方自治法第１９９条第５項の規定による令和２年度に施工した工

事、地方自治法第１９９条第７項の規定による財政援助団体として、本年度は、坂城町文化協会

及び坂城町体育協会の令和２年度歳入歳出決算を取り上げました。 

 また、地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定による健全化判断比率の審査は８月

１２日に実施いたしました。 

 審査の対象となる資料は、法律及び政令で定める決算附属書類として記載のとおりであります。

歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書、基金の運用状況に関す

る資料、令和２年度施工した工事に関する資料、地方公共団体の財政健全化判断比率の算定書類

であります。 

 審査の方法は、歳入歳出決算書類等を基にしまして、会計管理者所管の関係諸帳簿と照合する

とともに計数の正確性を確認し、関係各課等より主要施策の成果及び実績報告書を基にしまして

事業内容について説明を聴取し、審査を行いました。 

 基金の運用状況の審査につきましては、決算審査に関連していますので、その折々に取り上げ

て実施しております。なお、例月監査におきましても、毎月、基金残高を確認しているところで

あります。 

 また、町が補助金を交付している団体として、坂城町文化協会及び坂城町体育協会につきまし

ても関係書類を持参いただき、担当者から説明を聴取し、町が補助している金額について、その

使途を確認し、全体の運営状況について審査いたしました。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく財政健全化判断比率の審査は、その比率の
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算定の基礎となる書類を基に計数の正確性を確認し、担当課から説明を聴取して行いました。 

 審査の結果でございます。 

 各会計の歳入歳出決算及び附属書類は、いずれも関係法令の定める様式に従って作成されてお

り、決算の計数は諸帳簿と符合して正確であることを認めました。坂城町文化協会及び坂城町体

育協会についても正確に処理されており、適正であると認めました。 

 また、財政健全化判断比率及び算定書類は、関係法令の定める様式に従って作成されておりま

して、比率の計数は算定書類と符合して正確であることを認めました。 

 以上が審査の概要と結果の報告であります。 

 次に、決算の概要についてですが、既に内容については開示されております。改めて確認しな

がら、適宜、意見を添えながら説明させていただきます。 

 まず、総括として、令和２年度の決算について、一般会計と特別会計をまとめて表示されてい

ます。一般会計は、歳入総額が９０億４８９万２，４９０円、歳出総額は８９億３，６９２万３，

１１８円になりました。歳入歳出差引残高は６，７９６万９，３７２円となりました。 

 一方、特別会計ですが、４会計の合計額をもって歳入歳出総額を記載しております。本年度は

一般会計において、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う国からの補助金交付を受けて、歳入総

額及び歳出総額が共に大きく増加しております。その結果として、一般会計の歳入歳出差引残高

については６，７９６万９，３７２円となり、前年と比較して７，９５７万９，６７２円減少し

ております。 

 特別会計４会計について歳入歳出の差引残高の合計は増加しておりますが、全会計の合計額に

ついては１億７，６８０万７，９０９円となりまして、前年と比較して５，１４７万９，

３６９円の減少となっております。 

 一方、基金の残高が本年度も増加しておりますので、坂城町全体の資金残高は前年に比較して

増加している結果となっております。財政状態は健全な状況にあると認められますが、コロナ禍

にあって、今後、厳しい経済環境が見込まれます。引き続き、この財政状態を維持できることを

期待しております。 

 ４ページになりますが、財政指標について取りまとめました。主要な４つの指標でありますが、

いずれも比率をもって評価するものであります。一つの目安として受け止めていただきたい数値

であります。 

 まず、経常収支比率は８８．４％です。比率が高いほど財政の硬直化が進んでいるという見方

になりますが、数値は前年に比較して若干悪くなっております。分母となる町税、とりわけ法人

町民税の収入と分子となる経費等の数値が小さくなる結果と考えます。引き続き、経費の抑制に

十分な配慮をお願いするところであります。 

 次に、財政力指数は０．７０４であります。財政需要額を自力の財政収入額で賄えるかどうか
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という基準です。数値が１に近いほど財源に余裕があると言われています。普通交付税の算定の

基礎にもなります。坂城町においては、引き続き、この水準を維持し財政健全化に向けて努めて

いただきたいと思っております。 

 公債費比率は５．１％、実質公債費比率は９．０％であります。公債費比率は地方債元利償還

金の標準財政規模に対する割合でございます。なお、当町では実施しておりませんが、繰上償還

分は除かれることになっています。また、実質公債費比率は下水道会計等を含めて計算した数値

であります。それぞれの数値は財政に負担のない数値と判断しております。 

 なお、本年度は起債額が返済額を上回りました。借入金の残高が増加しております。起債をし

ますと、それに伴う元利償還金が増加することになり、財政に対する負担割合が増す関係にあり

ます。運用には財政規模との均衡を保ちながら、引き続き留意する必要があると思います。 

 次に、一般会計の詳細についてまとめました。 

 決算額について、繰り返しになりますが、歳入総額が９０億４８９万２，４９０円、歳出総額

は８９億３，６９２万３，１１８円、歳入歳出差引残高は６，７９６万９，３７２円となり、そ

のうち２，５００万円を地方自治法第２３３条の２の規定により基金として積み立て、残額の４，

２９６万９，３７２円を翌年度へ繰越しとしております。 

 歳入の状況について、収入済額は前年度に比較して２０億４，３３５万１，６１４円の増とな

っております。 

 収入状況を款別に表にしております。項目として予算現額、調定額、収入済額、収入未済額、

収入率、構成比について記載のとおりであります。とりわけ本年度は、新型コロナの対応として

款１４の国庫支出金の収入済額が着目される結果となりました。 

 ６ページになりますが、歳入のうち、町税の状況についてまとめました。 

 まず、税目別に区分しまして、町民税、固定資産税、軽自動車税、町たばこ税、入湯税につい

て、それぞれの収入状況であります。 

 収入済額は２５億３，７４１万２，５１７円で、前年度比８．５％の減となっております。町

民税の収入済額は１０億６，３５１万１，９１３円で、前年度と比較して１９．３％の減となっ

ています。そのうち、個人の町民税は４．２％の増加ですが、法人の町民税は２億８，２８５万

９，２００円で、前年より５０．３％の大幅な減となりました。 

 また、収入率について、現年課税分で９９．３％となり、前年に比較して僅かな減少でありま

す。分子となる収入済額及び分母となる調定額が共に減少していた結果と考えます。町全体とし

ては９３．２％で、前年に比べ０．５ポイントの減となりました。これは不納欠損処理の結果と

考えます。 

 一方、収入未済額の残高が１，８０６万１，４７６円となり、前年より２７２万７，２３５円

増加しました。これは新型コロナ緊急経済対策による徴収猶予が影響したものと思われます。未
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納額の解消に大変ご苦労されているところでありますが、引き続き、徴収率の向上に努めていた

だきたいと思います。 

 なお、不納欠損の処理については地方税法の規定に基づくものであり、やむを得ないものとし

て認めました。 

 一方、歳出の状況についてですが、歳出額は前年度に比較して２１億２，２９３万１，

２８６円の増となっております。 

 支出の状況を款別に表にしてあります。項目として、予算現額、支出済額、翌年度繰越額、不

用額、執行率、構成比について記載のとおりであります。 

 また、令和２年度の主な事業をまとめておりますが、とりわけ２年度は、新型コロナに対応し

て多くの事業に充当されております。大変な年度であったと認識しております。各事務事業につ

きましては誠意取り組まれていると感じております。引き続き、住民、企業、行政が連携して活

力ある地域づくりに取り組まれ、適切かつ効率的な予算の執行を望んでおります。 

 特別会計の詳細ですが、各会計について歳入歳出決算額は表のとおりであります。各会計ごと

に収納の状況及び不納欠損の状況をまとめてありますので、お目通しいただいて説明を省略させ

ていただきます。 

 ページは１１ページになるんですが、実質収支に関する調書についてご報告いたします。 

 決算書のそれぞれの会計の末尾のページに記載されておりますが、いずれも適法に作成されて

おり、計数は正確であるものと認めました。 

 次に、基金の運用状況についてです。一般会計では新たに２つ増え、１８基金、特別会計では

２基金となっています。一般会計における基金の積立ては適正な方法により積み立てられ、基金

の取崩しは設置目的に沿って実施され、その処理は適切であると認めました。特別会計における

基金の運用は事業遂行のために必要なものであり、その処理についても適切であると認めました。 

 １４ページになりますが、工事検査であります。８月２日において、本年度施工された工事の

うち、記載の４か所について巡見いたしました。工事等検査箇所調書としてまとめてあります。

いずれも計画どおり施工されていることを確認しております。 

 次に、指摘事項でございます。 

 まとめ方として、一般会計については各課ごとに、また、特別会計については会計ごとにまと

めてあります。過日の決算審査において関係各課より事業内容を聴取する中で、今後の課題とし

て認識するものについて取りまとめました。各課におかれましては、実現に向けて取り組んでい

ただきたいと思っております。なお、記述には至らなかった指摘事項につきましては、その場で

その都度口頭にて検討をお願いしているところであります。 

 また、財政援助団体については、監査の折に、その内容を伝えてあります。個々の内容につい

ては省略いたします。お目通しいただきたいと思います。 
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 最後になりますが、財政健全化に基づく健全化判断比率であります。既にそれぞれのお立場で報告

されているところでありますが、書面に記載されておりますので、それに沿ってご説明いたします。 

 この法律は、地方公共団体の財政状態について客観的に算定し、財政の早期健全化や再生の必

要性を判断するものとして定められております。法律の立法趣旨からして、かなり厳しい算定基

準が設けられていると認識いたしております。 

 実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、いずれも決算が赤字の場合に限り数値が表示されます

ので、当町においては数字が入らないという結果になりました。 

 実質公債費比率は前段で説明しましたとおりでありますが、９．０％になりましたが、早期健

全化の基準が２５％でありますので、健全な財政運営がなされていると言えます。 

 将来負担比率は一般会計等地方債残高のほか、葛尾組合等の一部事務組合、また広域連合など

が抱える債務のうち、坂城町の負担分を含めた債務の総額を標準財政規模で割った比率でござい

ます。債務見込額と財源充当額との比較になります。財源充当額が債務見込額を上回る場合には

数値が入りません。当町において、本年度は地方債の残高が増加しましたけれども、基金の積立

残高が増加するという結果になりましたので、数値が入らない状況になっております。これは、

昨年も引き続きの状況でございます。 

 資金不足比率は、公営企業会計としての下水道事業の資金が充当されておりますので、これも

数値が入りません。 

 坂城町の数値は、全てにおいて早期健全化を必要とされる基準値の範囲内にあります。引き続

き、将来に向け健全な財政運営を期待しております。 

 以上です。令和２年度の決算審査の報告とさせていただきます。 

議長（小宮山君）  以上で、提案理由の説明及び決算認定案に対する代表監査委員の報告が終わり

ました。 

 以上で、本日の議事日程は終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 明日３日から９月８日までの６日間は、議案調査等のため休会といたしたいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

議長（小宮山君）  異議なしと認めます。 

 よって、明日３日から９月８日までの６日間は、議案調査等のため休会とすることに決定いた

しました。 

 次回は、９月９日午前９時より会議を開き、一般質問を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。ご苦労さまでした。 

（散会 午後 ３時１５分） 


